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緒
　
論

司
馬
遷
の
『
史
記
・
老
子
伝
』
に
よ
れ
ば
、
楚
国
苦
県
の
人
老
子
は
「
上
下
か
ら
成
る
書
」
を
著
し
、
「
道
徳
の
意
五
千
言
」
を
述
べ
た
。
戦

国
時
代
の
初
〜
中
期
（
前
四
〇
〇
年
前
後
）
の
頃
の
人
か
と
推
測
さ
れ
る
。
か
ね
て
最
古
の
テ
キ
ス
ト
は
伝
わ
ら
ず
、
人
々
は
ご
く
最
近
に
至
る
ま

で
、
後
漢
以
降
に
編
纂
さ
れ
た
河
上
公
本
、
王
弼
本
な
ど
の
注
釈
付
き
テ
キ
ス
ト
、
す
な
わ
ち
「
老
子
道
徳
経
」
を
、
さ
ら
に
そ
の
宋
代
以
降
に

翻
刻
さ
れ
た
刊
本
に
よ
っ
て
読
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
断
片
的
に
は
戦
国
諸
子
の
著
作
の
中
に
引
用
さ
れ
た
箇
所
も
有
る
が
、
そ
れ
も
や
は
り

宋
代
以
降
の
刊
本
に
頼
る
し
か
な
い
。
こ
の
『
老
子
道
徳
経
』
五
千
余
言
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
文
章
の
晦
渋
さ
故
に
、
古
来
多
く
の
注
釈
が
著

さ
れ
、
様
々
な
論
議
が
戦
わ
さ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
七
三
年
に
湖
南
省
長
沙
の
馬
王
堆
漢
墓
よ
り
帛
書

は
く
し
ょ

『
老
子
』
が
出
土
す
る
に
及
び
、
我
々
二
十
世
紀
の
人
間
は
、
前
二
〇
〇

年
前
後
に
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
、
写
真
版
に
よ
り
現
物
の
姿
の
ま
ま
に
読
む
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。　

（
１
）

こ
れ
は
、
専
門
の
研
究
者
は
も
と
よ
り
、

数
多
く
の
「
老
子
」
の
愛
読
者
に
と
っ
て
も
、
驚
く
べ
き
慶
事
で
あ
っ
た
。
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帛
書
『
老
子
』
は
帛き

ぬ

に
書
か
れ
た
写
本
で
、
甲
・
乙
の
二
本
が
出
土
し
た
。
甲
本
は
前
二
〇
六
年
〜
前
一
九
五
年
、
乙
本
は
前
一
九
四
年
〜
前

一
八
〇
年
の
間
の
筆
写
と
推
定
さ
れ
て
い
る　

（
２
）

。
内
容
は
基
本
的
に
は
現
行
諸
本
に
一
致
し
て
お
り
、
総
字
数
も
乙
本
で
五
四
六
七
字
で
、
現
行
諸

本
よ
り
若
干
多
い
程
度
で
あ
る
が
、
現
行
本
で
八
十
一
章
あ
る
各
章
の
順
序
に
お
い
て
は
、
幾
つ
か
の
相
異
が
あ
る
。
大
き
な
相
異
は
、
甲
乙
本

と
も
に
、
「
道
経
」
・
「
徳
経
」
の
順
序
が
逆
に
な
り
、
「
徳
」
・
「
道
」
の
順
に
並
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
他
、
各
章
の
配
列
に
も
数
箇

所
現
行
本
と
違
う
所
が
あ
る
。
文
字
の
異
同
、
脱
落
、
追
加
等
も
少
な
く
は
な
い
。
し
か
し
な
お
、
帛
書
甲
乙
本
は
基
本
的
に
は
現
行
諸
本
の
枠

組
み
を
は
ず
れ
て
は
お
ら
ず
、
帛
書
が
現
行
諸
本
の
先
行
テ
キ
ス
ト
（
少
な
く
と
も
そ
の
一
系
統
）
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
私
は
か
つ
て
、

こ
の
新
発
見
の
帛
書
甲
乙
本
に
基
づ
い
て
、
論
文
「
帛
書
老
子
文
体
考
」
（
『
中
国
文
学
報
』
第
二
十
九
冊
、
京
都
大
学
文
学
部
中
国
文
学
会
、
一

九
七
八
年
）
を
世
に
問
う
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
し
て
、
『
帛
書
老
子
』
の
出
土
か
ら
ち
ょ
う
ど
二
十
年
後
、
今
度
は
湖
北
省
荊
門
郭
店

け
い
も
ん
か
く
て
ん

の
楚
墓
中
よ
り
、
大
量
の
楚
国
の
字
体
で
記
さ
れ
た

竹
簡
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
中
に
「
老
子
」
の
竹
簡
が
多
数
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
保
存
状
態
は
極
め
て
良
好
で
あ
り
、
我
々
は
写
真
版
に
よ
っ
て

そ
の
鮮
明
な
字
体
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る　

（
３
）

。
楚
簡
『
老
子
』
は
三
本
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
竹
簡
の
長
さ
が
異
な
る
。
こ
の
三
本

を
以
下
、
崔
仁　

著　

（
科
学
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
八
年
十
月
）
に
従
っ
て
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
本
と
呼
ぶ
こ
と
に

す
る
。
楚
簡
『
老
子
』
三
本
は
、
そ
の
内
容
が
完
全
に
帛
書
『
老
子
』
及
び
現
行
本
『
老
子
』
に
対
応
す
る
。
重
複
は
一
箇
所
の
み
で
あ
る
。
た

だ
し
、
楚
簡
『
老
子
』
の
段
落
の
分
け
方
、
配
列
の
仕
方
は
帛
書
・
現
行
の
諸
テ
キ
ス
ト
と
は
ほ
と
ん
ど
無
関
係
の
様
に
見
え
、
「
道
経
」
と

「
徳
経
」
の
区
別
も
な
く
、
両
者
は
入
り
交
じ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
細
部
の
釈
文
（
文
字
の
読
み
方
の
確
定
）
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
一
、
二
年
、
中

国
、
台
湾
で
次
々
と
研
究
成
果
が
公
刊
さ
れ
始
め
て
い
る　

（
４
）　

も
の
の
、
ま
だ
諸
説
紛
々
の
状
態
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
文
字
の
確
定
と
と
も
に
重
要
か

つ
困
難
な
課
題
は
、
楚
簡
『
老
子
』
三
本
の
性
格
を
見
き
わ
め
る
こ
と
で
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
Ｃ
本
の
筆
写
時
期
が
最
も
古
く
、
続
い
て
Ｂ

小　池　一　郎 292



本
、
Ａ
本
の
順
に
書
か
れ
た
で
あ
ろ
う　

（
５
）　

と
い
う
こ
と
以
外
は
、
何
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
饒
宗
頤
氏
が
、

而
老
子
則
僅
注
重
校
勘
方
法，

零
星
意
見，

未
受
到
深
入
措
意，

至
於
全
面
整
理，

更
談
不
到
。（
魏
啓
鵬
著
『
楚
簡
《
老
子
》
柬
釋
』
饒
序
）

と
指
摘
す
る
状
態
が
い
ま
な
お
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
楚
簡
『
老
子
』
が
帛
書
『
老
子
』
と
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
の
か
も
重
要
な
問
題
で
あ
る

が
、
余
り
に
も
編
次
の
相
異
が
大
き
い
が
た
め
に
、
仮
説
を
立
て
る
こ
と
さ
え
難
し
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
回
出
土
し
た
楚
簡
『
老
子
』
は
、
合
計
で
一
八
七
〇
字
程
度
、
重
複
し
た
部
分
を
省
く
と
、
一
七
九
〇
字
余
り
で
あ
り
、

例
え
ば
、
帛
書
乙
本
五
四
六
七
字　

（
６
）　

の
三
分
の
一
弱
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
楚
簡
『
老
子
』
が
帛
書
『
老
子
』
へ
と
如
何
に
増
殖
し
た
の
か
。
あ
る
い

は
ま
た
、
今
回
発
見
の
三
本
以
外
に
も
楚
簡
『
老
子
』
が
存
在
し
た
の
か
。
そ
も
そ
も
三
本
は
「
老
子
」
原
本
に
ど
れ
だ
け
近
い
テ
キ
ス
ト
な
の

か
。
疑
問
は
次
か
ら
次
へ
と
湧
い
て
く
る
。

氏
の
、

…
…

と
い
う
推
定　

（
７
）　

も
根
拠
無
し
と
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
に
お
い
て
、
現
段
階
で
可
能
な
限
り
、
楚
簡
『
老
子
』
の
本
質
に
迫
り
、
そ
し
て
ま
た
、

楚
簡
『
老
子
』
と
帛
書
『
老
子
』
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

第
一
章
　
楚
簡
『
老
子
』
三
本
の
出
土
状
況
と
そ
の
性
格

こ
こ
で
私
は
具
体
的
、
詳
細
な
出
土
状
況
を
述
べ
る
つ
も
り
は
な
い
。
前
掲
・
崔
仁　

著　

に
依
拠
し
つ
つ
、

以
下
の
論
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
必
要
な
こ
と
の
み
を
記
す
に
止
め
る
。

一
九
九
三
年
三
月
、
湖
北
省
荊
門
市
郭
店
一
号
楚
墓
か
ら
、
他
の
埋
葬
品
と
と
も
に
、
大
量
の
先
秦
典
籍
の
竹
簡
が
出
土
し
た
。
そ
の
中
に
、

『
老
子
』
の
竹
簡
三
本
が
混
じ
っ
て
い
た
。
『
老
子
』
Ａ
本
は
長
さ
二
六
・
三
セ
ン
チ
、
幅
〇
・
五
セ
ン
チ
で
、
毎
簡
二
十
二
〜
二
十
三
字
が
書
か
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れ
て
い
る
。
Ｂ
本
は
長
さ
三
十
・
五
セ
ン
チ
、
幅
〇
・
六
セ
ン
チ
、
毎
簡
十
九
〜
二
十
六
字
、
そ
し
て
Ｃ
本
は
長
さ
三
十
二
〜
三
十
二
・
三
セ
ン

チ
、
幅
〇
・
五
セ
ン
チ
、
毎
簡
二
十
六
〜
三
十
二
字
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
三
本
と
も
に
一
冊
に
な
っ
て
お
り
、
各
冊
は
更
に
数
組
に
分
か
れ
る
が
、
各
本
と

も
組
の
元
の
順
序
は
不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る　

（
８
）

。
『
老
子
』
Ａ
本
は
竹
簡
二
十
八
枚
、
全
約
六
百
十
字
で
、
七
組
に
分
か
れ
る
。
た
だ
し
、

七
組
の
中
三
組
は
「
老
子
」
以
外
の
文
章
な
の
で
、
本
稿
の
直
接
の
対
象
と
は
し
な
い
。
Ａ
本
の
中
、
『
老
子
』
に
属
す
る
の
は
四
組
、
約
二
百

九
十
字
で
あ
る
。
Ｂ
本
は
竹
簡
十
八
枚
、
全
約
四
百
十
字
で
、
三
組
に
分
か
れ
る
。
Ｃ
本
は
竹
簡
四
十
枚
、
全
約
千
百
七
十
字
で
、
六
組
に
分
か

れ
る
。
荊
門
市
博
物
館
編
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
他
の
釈
文
は
全
て
Ｃ
本
（
甲
本
）
を
五
組
と
す
る
が
、
私
は
、
崔
仁　

氏
に
従
い
、
六
組
と
考
え

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
で
詳
し
く
触
れ
よ
う
。
竹
簡
の
文
章
中
に
は
、
段
落
を
区
切
る
記
号
「
■
」
や
、
繰
り
返
し
記
号
「
‖
」
そ
の
他

が
有
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
後
に
必
要
に
応
じ
て
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。
三
本
と
も
、
「
老
子
」
「
道
経
」
「
徳
経
」
と
い
っ
た
文
字
は
見
あ

た
ら
ず
、
「
第
一
章
」
な
ど
の
章
名
も
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
。

楚
簡
『
老
子
』
は
何
時
書
か
れ
た
の
か
。
崔
仁　

氏
が
明
解
で
、
説
得
力
の
あ
る
説
を
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
紹
介
し
て
お
こ
う
。
私

自
身
も
今
の
と
こ
ろ
、
氏
の
説
に
従
い
た
い
と
思
う
。
楚
簡
『
老
子
』
は
、
楚
簡
の
字
体
の
発
展
過
程
か
ら
み
る
と
、
「
包
山
楚
簡
」
よ
り
晩お

そ

い
。

従
っ
て
、
楚
簡
『
老
子
』
の
筆
写
推
定
時
期
は
、
包
山
二
号
墓
の
下
葬
年
代
（
前
三
一
六
年
）
よ
り
も
晩
い
こ
と
に
な
る　

（
９
）

。
一
方
、
荊
門
の
地
域

史
と
『
史
記
』
の
記
載
を
対
照
し
て
み
て
、
郭
店
楚
墓
の
墓
主
の
入
葬
年
代
は
、
秦
の
将
軍
白
起
が
楚
の
都
・
郢
を
陥
落
さ
せ
た
時
期
（
前
二
七

八
年
、
頃
襄
王
二
一
年
）
よ
り
も
早
い
と
考
え
ら
れ
る
。
郭
店
楚
墓
は
こ
の
都
・
郢
の
墓
域
内
に
位
置
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
楚

簡
『
老
子
』
の
筆
写
年
代
の
上
限
は
前
三
一
六
年
、
下
限
は
前
二
七
八
年
と
推
定
さ
れ
る
。
お
お
ざ
っ
ぱ
に
言
っ
て
、
前
三
〇
〇
年
前
後
、
帛
書

『
老
子
』
の
筆
写
時
期
よ
り
も
約
一
〇
〇
年
古
い
こ
と
に
な
る
。
墓
主
が
誰
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
身
分
は
大
夫
級
に
達
す
る
で
あ
ろ
う
。

一
家
に
偏
ら
ず
多
く
の
典
籍
を
収
集
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
「
東
宮
の
杯
」
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
太
子
の
師
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
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あ
る
。
楚
簡
『
老
子
』
は
、
楚
国
の
重
要
典
籍
の
一
で
あ
っ
た
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
後
漢
・
王
充
の
「
論
衡
」
量
知
篇
に
「
二
尺
四
寸
、
聖

人
之
語
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
推
算
五
四
・
五
〜
五
五
・
四
セ
ン
チ
に
当
た
る
。
竹
簡
の
長
さ
か
ら
判
断
し
て
、
楚
簡
『
老
子
』
は
そ
れ
に
次
ぐ

重
要
文
献
と
し
て
、
Ｃ
・
Ｂ
・
Ａ
本
の
順
に
重
視
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。（
以
上
、
崔
氏
前
掲
書
九
頁
〜
一
六
頁
）

次
に
、
楚
簡
『
老
子
』
三
本
と
帛
書
『
老
子
』
の
章
と
の
対
比
を
し
て
お
こ
う
（
図
１
参
照
）
。

図
中
、
左
に
現
行
本
の
章
番
号
を
用
い
て
帛
書
の
章
次
（
甲
乙
本
同
じ
。
現
行
諸
本
と
は
若
干
の
異
同
が
有
る
）
を
記
し
、
右
に
、
そ
れ
に
対
応
す

る
楚
簡
Ａ
Ｂ
Ｃ
本
の
組
数
（
崔
仁　

氏
の
区
分
に
従
う
。
組
数
は
可
変
）
と
各
組
内
で
の
段
落
（
基
本
的
に
現
行
本
の
章
分
け
に
一
致
）
の
順
序
（
こ
れ
は

固
定
の
も
の
）
を
示
す
。
例
え
ば
、
Ｃ
３

３
と
あ
れ
ば
、
楚
簡
『
老
子
』
Ｃ
本
の
第
三
組
第
三
段
落
を
指
す
。
「
徳
経
」
四
五
章
、
六
四
章
は
楚

簡
で
は
二
つ
の
段
落
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
六
四
章
後
半
の
Ｃ
５

６
と
Ａ
７
（
全
一
段
落
）
は
唯
一
の
重
複
箇
所
で
あ
る
。
楚
簡
『
老
子
』
は
、

帛
書
『
老
子
』
全
八
十
一
章
中
の
三
十
一
章
に
分
散
し
て
い
る
。

こ
こ
で
各
本
の
分
布
状
況
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
Ｃ
本
は
帛
書
の
「
徳
」
経
、
「
道
」
経
の
双
方
に
均
等
に
分
布
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

Ｂ
本
は
「
道
」
経
に
も
少
し
入
っ
て
い
る
が
、
大
部
分
が
「
徳
」
経
に
集
中
し
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。
Ａ
本
は
分
量
自
体
が
そ
れ
ほ
ど
多
く

は
な
い
が
、
「
道
」
経
に
偏
在
し
て
い
る
。
次
に
、
唯
一
の
重
複
箇
所
で
あ
る
現
行
本
第
六
十
四
章
後
半
の
Ｃ
５

６
と
Ａ
７
と
の
対
比
を
通
し
て
、

Ａ
・
Ｃ
本
の
時
間
的
前
後
関
係
を
吟
味
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
Ｃ
５

６
の
全
文
を
挙
げ
る
。
テ
キ
ス
ト
は
基
本
的
に
崔
仁　

氏
前
掲
書
に
依
り
、

手
を
加
え
る
時
は
注
記
す
る
。
文
字
は
釈
文
に
従
っ
て
、
で
き
る
だ
け
現
行
の
漢
字
に
置
き
換
え
て
記
す
。（
テ
キ
ス
ト
の
引
用
に
つ
い
て
は
以
下

同
）

為
之
者
敗
之
、
執
之
者
遠
之
、
是
以
聖
人
亡
為
、
故
亡
敗
、
亡
執
、
故
亡
失
、
臨
事
之
紀
、
慎
終
如
始
、
此
亡
敗
事
矣
、
聖
人
谷
（
欲
）
不

谷
（
欲
）
、
不
貴
難
得
之
貨
、　

（
教
）
不　

（
教
）
、
復
衆
之
所
過
、
是
故
聖
人
能
輔
万
物
之
自
然
而
弗

敢
為　

、

（
Ｃ
５

６
　
七
十
一
字
）
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線
で
囲
ん
だ

敢
為　

は
、
テ
キ
ス
ト
が
判
読
で
き
ず
、
他
本
で
文
字
を
補
っ
た
部
分
で
あ
る
（
以
下
同
）
。
次
に
Ａ
７
を
同
様
に
示
す
。

為
之
者
敗
之
、
執
之
者
失
之
、
聖
人
無
為
、
故
無
敗
也
、
無
執
、
故
無
失　

、
慎
終
若
始
、
則
無
敗
事
矣
、
人
之
敗
也
、
恒
於
其
且
成
也
敗

之
、
是
以

聖　

人
欲
不
欲
、
不
貴
難
得
之
貨
、
学

不
学　

、
復　

衆
之
所
過
、
是
以
能
輔
万
物
之
自
然
而
弗
敢
為
、

（
Ａ
７
　
七
十
八
字
）

最
後
に
、
帛
書
甲
乙
本
に
よ
る
筆
者
自
身
の
校
定
本
と
そ
の
訳
を
示
そ
う　

（
10
）

。

為
者
敗
之
、
執
者
失
之
、
是
以
聖
人
無
為
也
、

、
故
無
失
也
、
民
之
従
事
也
、
恒
於
其
成
事
而
敗
之
、
故
（
曰　

（
11
）

）
慎

終
若
始
、
則
無
敗
事
矣
、
是
以
聖
人
欲
不
欲
、
而
不
貴
難
得
之
貨
、
学
不
学
、
而
復
衆
人
之
所
過
、
能
輔
万
物
之
自
然
而
弗
敢
為
、

（
第
六
十
四
章
後
半
　
八
十
四
字
）

（
働
き
か
け
る
者
は
ぶ
ち
壊
し
、
執
着
す
る
者
は
取
り
逃
が
す
。
そ
れ
で
聖
人
は
働
き
か
け
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
ぶ
ち
壊
す
こ
と
が
な
い
。
執
着
し
な
い
。

だ
か
ら
取
り
逃
が
す
こ
と
が
な
い
。
民
衆
が
仕
事
を
す
る
場
合
、
そ
れ
を
完
成
す
る
間
際
に
ぶ
ち
壊
す
の
が
恒
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
終
わ
り
に
臨
ん
で
も
始

め
と
同
じ
よ
う
に
慎
重
に
す
れ
ば
、
仕
事
を
失
敗
す
る
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
。
そ
れ
で
聖
人
は
、
欲
望
に
囚
わ
れ
な
い
こ
と
を
望
み
、
得
難
い
財
貨
を
貴

ば
な
い
。
学
問
の
無
用
さ
を
学
ん
で
、
多
く
の
人
々
の
行
き
過
ぎ
た
所
を
元
に
戻
す
。
万
物
が
本
来
の
姿
に
な
る
の
を
助
け
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
自
ら
進

ん
で
働
き
か
け
よ
う
と
は
し
な
い
。）

右
引
用
例
に
お
い
て
、
Ｃ
本
の
「
亡
為
」
か
ら
Ａ
本
の
「
無
為
」
へ
、
Ｃ
本
の
「
谷
不
谷
」
か
ら
Ａ
本
の
「　
欲
不　
欲
」
へ
、
Ｃ
本
の
「

不

」

か
ら
Ａ
本
の
「
学
不
学
」
へ
の
変
化
を
見
る
と
、
Ｃ
本
が
Ａ
本
よ
り
も
古
く
、
そ
の
逆
で
は
決
し
て
あ
り
得
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
Ｃ
本

の
「
臨
事
之
紀
」
と
い
う
簡
潔
な
表
現
が
Ａ
本
で
は
消
え
て
、
そ
の
代
わ
り
に
「
人
之
敗
也
、
恒
於
其
且
成
也
敗
之
」
と
い
う
い
か
に
も
注
釈
的

な
言
葉
が
入
っ
て
い
る
。

次
に
、
Ａ
本
と
帛
書
を
比
較
す
る
に
、
「
無
為
」
「
若
始
」
「
欲
不
欲
」
「
学
不
学
」
な
ど
の
表
現
の
一
致
は
両
者
の
親
近
性
を
語
っ
て
い
る
。
た

故
無
敗
也
、
無
執
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だ
し
、
Ａ
本
の
「
為
之
者
敗
之
、
執
之
者
失
之
」
「
復
衆
之
所
過
」
な
ど
は
Ａ
本
が
Ｃ
本
の
面
影
を
残
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
Ａ
本
は
Ｃ
本
と

帛
書
の
中
間
的
な
位
置
を
占
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
注
目
す
べ
き
は
、
「
是
以
」
や
「
也
」
と
い
っ
た
助
字
が
Ａ
本
・
帛
書
で
増
加
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
也
」
に
絞
っ
て
調
べ
る
に
、
Ｃ
本
は
用
例
ゼ
ロ
、
Ａ
本
は
３
、
帛
書
は
５
（
一
部
推
定
を
含
む
）
で
あ
り
、
こ
の
点
で

も
Ａ
本
は
中
間
の
位
置
に
あ
る
。

さ
て
、
も
う
一
つ
、
Ａ
本
の
「
人
之
敗
也
、
恒
於
其
且
成
也
敗
之
」
は
、
帛
書
で
は
「
民
之
従
事
也
、
恒
於
其
成
事
而
敗
之
」
と
な
っ
て
い
て
、

こ
れ
は
明
ら
か
に
帛
書
が
Ａ
本
を
襲
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
帛
書
で
は
「
其
且
成
」
の
「
且
」（
ま
さ
ニ
〜
セ
ン
ト
ス
）
を
落
し
た
が
為
に
、
意
味

す
る
と
こ
ろ
が
不
明
瞭
に
な
っ
た
。（
現
行
諸
本
は
「
且
」
の
代
わ
り
に
「
幾
」（
ほ
と
ん
ド
）
を
入
れ
て
い
る
）

以
上
ま
と
め
れ
ば
、
少
な
く
と
も
六
十
四
章
後
半
に
あ
っ
て
は
、
楚
簡
Ｃ
本

楚
簡
Ａ
本

帛
書
と
い
う
テ
キ
ス
ト
の
時
間
的
方
向
性
が
確
認

さ
れ
る
。
な
お
ま
た
、
こ
こ
で
Ｃ
本
の
「
臨
事
之
紀
」
に
戻
れ
ば
（「
臨
事
」
の
語
は
『
論
語
・
述
而
篇
』
の
「
必
也
臨
事
而
懼
、
好
謀
而
成
者
也
」
と
い

う
孔
子
の
言
葉
の
中
に
見
え
て
い
る
）
、
Ｃ
本
「
臨
事
」
の
主
体
は
明
ら
か
に
「
聖
人
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
Ａ
本
で
「
臨
事
之
紀
」
に
代
わ
っ
て

挿
入
さ
れ
た
部
分
で
は
、
主
体
は
「
人
」
と
一
般
化
さ
れ
、
こ
れ
が
更
に
帛
書
で
は
「
民
」
と
い
う
被
統
治
者
に
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、

各
本
間
に
お
け
る
主
体
の
移
行
・
移
動
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
十
分
な
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

楚
簡
Ｂ
本
に
つ
い
て
も
二
例
を
挙
げ
て
検
討
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
Ｂ
３

１
の
例
。
現
行
本
第
五
十
二
章
の
中
間
部
分
で
あ
る
。

其
門
、
塞
其　

、
終
身
不　

、
啓
其　

、
塞
其
事
、
終
身
不　

、
■

（
Ｂ
３

１
）

次
に
こ
れ
に
続
く
Ｂ
３

２
を
挙
げ
る
。
こ
ち
ら
は
現
行
本
第
四
十
五
章
前
半
で
あ
る
。

大
成
若
缺
、
其
用
不
弊
、
大
盈
若　

、
其
用
不
窮
、
大
巧
若
拙
、
大
成
若　

、
大
直
若
屈
、
■

（
Ｂ
３

２
）

字
釈
を
加
え
る
。
「　

」
は
「
説
文
」
に
「
閉
門
也
」
、
「　

」
は
「
穴
」
の
意
で
「
目
耳
鼻
口
」
を
指
す
。
「　

」
は
「
広
韻
」
に
「
丘
前
高
後



下
、
通
作
旄
」
と
あ
り
、
「
衰
え
る
」
意
か
。
「　

」
は
「　

」
に
通
じ
、
「
説
文
」
に
「　

、
労
也
、
亦
作　

」
と
あ
る
。
文
中
で
は
「
労
わ
れ

る
」
と
受
け
身
に
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
に
帛
書
『
老
子
』
の
当
該
部
分
を
挙
げ
よ
う
。

塞
其　

、
閉
其
門
、
終
身
不
勤
、
啓
其　

、
済
其
事
、
終
身
不
救
、

（
第
五
十
二
章
）

大
成
若
缺
、
其
用
不
弊
、
大
盈
若
冲
、
其
用
不
窘
、
大
直
如　

、
大
巧
如
拙
、
大
贏
如　

、

（
第
四
十
五
章
）　

（
12
）

第
五
十
二
章
と
第
四
十
五
章
は
本
来
繋
が
っ
て
お
り
、
内
容
的
に
も
連
続
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ど
ち
ら
も
「
徳
」
経
に
属
し
、
「
道
」
を

体
得
す
れ
ば
、
そ
の
徳
に
よ
っ
て
身
体
が
い
つ
ま
で
も
安
全
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
文
字
に
つ
い
て
は
、
楚
簡
の
方
が
、
帛
書
と
比
較

し
て
、
「
勤
」

「

」
、
「
済
」

「
塞
」
、
「
救
」

「　

」
の
よ
う
に
、
意
味
が
よ
り
具
体
的
で
あ
り
、
身
体
に
関
係
の
あ
る
語
を
用
い
て
い

る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
両
段
落
と
も
末
尾
に
段
落
区
切
り
の
■
マ
ー
ク
を
持
ち
、
楚
簡
『
老
子
』
の
段
落
分
け
が
、
必
ず
し
も
現
行
本
の

章
分
け
と
一
致
し
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
Ｂ
本
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
本
と
関
連
づ
け
て
、
後
に
さ
ら
に
論
じ
た
い
。

第
二
章
　
楚
簡
『
老
子
』
Ｃ
本
の
言
語
的
特
性

楚
簡
『
老
子
』
の
中
で
最
も
古
層
と
考
え
ら
れ
る
Ｃ
本
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
更
に
深
く
考
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
Ｃ
２
（
現
行
本
十
六
章
前
半
。
こ

の
組
は
段
落
が
一
つ
し
か
な
い
）
か
ら
始
め
よ
う
。

至
虚
、
恒
也
、
守
中
、
篤
也
、
万
物
方
作
、
居
以
須
復
也
、
天
道
員
員
、
各
復
其
根
、

（
Ｃ
２
）

帛
書
校
定
本
で
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

至
虚
、
極
也
、
守
静
、
篤
也
、
万
物
並
作
、
吾
以
観
其
復
也
、
夫
物
芸
芸
、
各
復
帰
於
其
根
、

（
第
十
六
章
前
半
）

（
虚
を
十
分
に
招
き
、
静
を
篤
く
守
る
。
万
物
が
並
び
起
こ
り
、
私
は
そ
れ
ら
が
戻
っ
て
行
く
の
を
観
察
す
る
。
そ
れ
ら
の
物
は
盛
ん
に
う
ご
め
き
、
そ
れ
ぞ
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れ
の
根
源
に
復
帰
し
て
ゆ
く
。）

両
本
は
基
本
的
に
よ
く
一
致
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
Ｃ
本
か
ら
帛
書
へ
と
テ
キ
ス
ト
が
移
行
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

仔
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
両
者
に
は
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
相
異
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
ら
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
、
検
討

し
て
ゆ
こ
う
。
先
ず
両
者
の
相
異
点
を
列
挙
し
て
み
る
。

〈
楚
簡
Ｃ
本
〉

〈
帛
書
校
定
本
〉

(1)
「
至
虚
、
恒
也
」

「
至
虚
、
極
也
」

(2)
「
守
中
、
篤
也
」

「
守
静
、
篤
也
」

(3)
「
居
以
須
復
也
」

「
吾
以
観
其
復
也
」

(4)
「
天
道
員
員
」

「
夫
物
芸
芸
」

(5)
「
各
復
其
根
」

「
各
復
帰
於
其
根
」

(1)
は
「
恒
」
は
神
秘
主
義
的
修
行
の
持
続
性
を
い
う
が
、
「
極
」
は
単
に
程
度
を
い
う
に
す
ぎ
な
い
。
Ｃ
本
の
言
語
で
は
、
「
恒
」
が
他
の
箇
所
で

も
神
秘
主
義
的
な
意
味
を
持
つ
。
例
え
ば
、
Ｃ
３

１
に
「
能
為
道
、
恒
亡
為
也
」（
三
十
七
章
）
、
ま
た
Ｃ
３

４
に
「
道
恒
亡
名
」（
三
十
二
章
）
。

や
は
り
こ
こ
は
、
「
極
」
で
は
な
く
て
、
「
恒
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
(2)
の
「
守
中
」
も
神
秘
主
義
的
修
行
に
お
け
る
、
具
体
的
な
身
体
修
練

を
い
う
で
あ
ろ
う
。
元
は
「
静
」
と
い
っ
た
静
止
状
態
を
言
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
お
そ
ら
く
、
Ｃ
４

２
（
五
十
六
章
）
の
「
閉
其

、
塞
其
門
」

と
関
連
す
る
言
葉
で
あ
ろ
う
。
(3)
は
と
り
わ
け
両
本
で
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
Ｃ
本
で
は
、
「
居
り
続
け
て
、
万
物
の
復か

え

る
の
を
須ま

つ
」
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
帛
書
で
は
、
「
居
」
が
字
体
の
混
同
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
「
吾
」
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
従
っ
て

と
い
う
べ
き
か
、
「
須
復
」
が
「
観
其
復
」
に
変
化
し
て
い
る
。
「
吾
」
が
入
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
先
行
す
る
「
万
物
」
の
影
が
薄
れ
た
の
で
、
再
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度
「
其
」
で
指
示
し
な
お
す
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
吾
」
と
い
う
一
人
称
の
代
名
詞
を
受
け
る
動
詞
と
し
て
「
須ま

つ
」
で
は
余

り
に
も
受
動
的
で
あ
る
が
故
に
、
お
そ
ら
く
「
観
」
と
い
う
主
体
的
な
能
動
動
詞
が
取
っ
て
代
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
楚
簡
Ｃ
２
で
は
、
未
だ
一

人
称
意
識
の
兆
さ
ぬ
段
階
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
(4)
の
「
天
道
員
員
」
か
ら
「
夫
物
芸
芸
」
へ
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
楚
簡
で
は
「
天
道
」
が
主
体
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
帛
書
で
は

「
物
」
が
主
体
的
に
動
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
後
の
(5)
「
復
帰
」
と
い
う
熟
語
化
し
た
連
動
詞
は
、
楚
簡
『
老
子
』
で
は
見
ら
れ
な
い
も
の

で
あ
り
、
こ
こ
に
も
楚
簡
と
帛
書
で
用
い
ら
れ
て
い
る
言
語
の
差
異
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

右
引
用
文
に
見
え
て
い
た
「
万
物
」
と
近
い
概
念
の
語
に
「
民
」
が
あ
る
。
「
民
」
は
楚
簡
『
老
子
』
中
に
全
一
五
例
を
見
る
が
、
こ
の
「
民
」

は
Ｃ
本
に
し
か
見
え
な
い
。
Ｃ
本
の
中
で
も
、
四
組
に
六
例
、
五
組
に
八
例
と
極
め
て
集
中
し
た
現
れ
方
を
し
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
二
例
を
挙

げ
る
。民

莫
之
命
、
而
自
均
焉
、

（
Ｃ
３

４
）

我
亡
為
、
而
民
自
化
、

（
Ｃ
４

３
）

上
に
立
つ
者
が
何
も
し
な
く
て
も
、
「
民
」
は
自
発
的
に
身
を
律
す
る
の
で
あ
る
。
「
民
」
と
の
関
連
で
Ｃ
本
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
「
弗
」
で
あ

る
。
「
弗
」
に
つ
い
て
は
、
私
は
前
論
文
「
帛
書
老
子
文
体
考
」（
以
下
「
前
論
文
」
と
略
す
）
で
「
意
志
を
伴
っ
た
否
定
の
語
」
と
定
義
し
た
（
一

五
頁
）
。
そ
の
考
え
は
今
も
訂
正
す
る
必
要
を
認
め
な
い
。
さ
て
、
「
弗
」
は
楚
簡
『
老
子
』
中
、
全
部
で
二
〇
例
が
見
ら
れ
、
そ
の
分
布
は
、

Ａ
本
…
２
例
　
Ｂ
本
…
０
例
　
Ｃ
本
…
18
例

で
あ
る
。
や
は
り
Ｃ
本
に
集
中
し
て
い
る
。
Ｃ
本
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

Ｃ
３
組
…
６
例
　
Ｃ
４
組
…
２
例
　
Ｃ
５
組
…
７
例
　
Ｃ
６
組
…
３
例
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Ｃ
３
組
と
Ｃ
５
組
に
比
重
が
か
か
っ
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
二
組
か
ら
例
を
引
い
て
み
よ
う
。

聖
人
居
亡
為
之
事
、
…
…
為
而
弗
恃
也
、
成
而
弗
居
、
夫
唯
弗
居
也
、
是
以
弗
去
也
、

（
Ｃ
３

３
）

右
文
の
「
弗
」
は
、
「
亡
為
」
に
由
来
す
る
「
聖
人
」
の
否
定
意
志
を
示
す
。

其
（
聖
人
）
在
民
上
也
、
民
弗
厚
也
、
其
在
民
前
也
、
民
弗
害
也
、
天
下
楽
進
而
弗
厭
、

（
Ｃ
５

２
）

こ
ち
ら
は
、
「
民
」
の
受
動
的
な
否
定
意
志
で
あ
る
。
た
だ
し
、
五
組
に
は
道
の
体
得
者
の
否
定
意
志
を
言
う
も
の
も
あ
る
。

「
民
」
「
聖
人
」
と
扱
っ
た
関
連
で
、
次
に
「
侯
王
」
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
「
侯
王
」
は
楚
簡
で
は
Ｃ
本
に
二
例
が
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
二
例
の
「
侯
王
」
は
重
い
意
味
を
持
つ
。

能
為
道
、
恒
亡
為
也
、
侯
王
能
守
之
、
而
万
物
将
自
化
、
化
而
欲
作
、
将
鎮
之
以
亡
名
之
樸
、
夫
亦
将
知
足
、
知
足
以
朿
（
静
）
、
万
物
将

自
定
、

（
Ｃ
３

１
　
三
十
七
章
）

「
朿
」
は
、
崔
氏
は
「
刺
」
、
劉
信
芳
氏
は
「　

」
を
当
て
る
。
な
お
、
「
知
足
、
知
足
」
の
部
分
、
竹
簡
で
は
「
知

二

足
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

「
足
」
の
繰
り
返
し
記
号
「

二

」
が
脱
落
し
て
い
る
も
の
と
し
て
処
理
し
た
。

道
恒
亡
名
、
僕
（
樸
）
唯
妻
（
小
）
、
天
地
弗
敢
臣
、
侯
王
如
能
守
之
、
万
物
将
自
賓
、
…
…
夫
亦
将
知
止
、
知
止
所
以
不
殆
、

（
Ｃ
３

４
　
三
十
二
章
）

次
に
、
右
二
例
に
相
当
す
る
帛
書
校
定
本
を
引
く
。

道
恒
無
名
、
侯
王
若
能
守
之
、
万
物
将
自
化
、
化
而
欲
作
、
吾
将
鎮
之
以
無
名
之
樸
、
鎮
之
以
無
名
之
樸
、
夫
将
不
辱
、
不
辱
以
静
、
天
地

将
自
正
、

（
三
十
七
章
）

道
恒
無
名
、
樸
雖
小
、
而
天
下
弗
敢
臣
、
侯
王
若
能
守
之
、
万
物
将
自
賓
、
…
…
夫
亦
将
知
止
、
知
止
所
以
不
殆
、

（
三
十
二
章
）　

（
13
）
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私
は
、
前
論
文
で
、
三
十
七
・
三
十
二
章
に
共
通
す
る
、
次
の
三
つ
の
文
体
の
特
徴
を
指
摘
し
た
。
一
、
「
道
恒
無
名
」
「
侯
王
若
能
守
之
」
「
万

物
将
自
〇
」
「
天
地
」
の
表
現
を
含
む
。
二
、
「
樸
」
を
「
道
」
の
比
喩
と
し
て
用
い
る
。
三
、
散
文
体
で
あ
る
。
楚
簡
Ｃ
本
に
も
こ
の
文
体
の
特

徴
を
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
若
干
の
調
整
が
必
要
で
あ
る
。
「
道
恒
無
名
」
は
「
道
恒
無
〇
」
に
改
め
、
「
天
地
」
は
共
通
項
か

ら
は
ず
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
逆
に
、
「
知
足
」
「
知
止
」
が
共
通
項
に
な
る
。
楚
簡
で
は
、
三
十
七
章
相
当
部
が
先
行
し
、
三
十
二
章
相
当
部

は
そ
れ
を
受
け
る
形
で
書
か
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
Ｃ
３

１
の
「
能
為
道
、
恒
亡
為
也
」
は
そ
の
こ
と
を
如
実
に
語
っ
て
い
る
。

Ｃ
３

４
の
「
道
恒
亡
名
」
は
当
然
「
道
、
亡
為
也
」
と
「
以
亡
名
之
樸
」
を
受
け
て
い
る
。

こ
こ
で
、
本
筋
か
ら
は
離
れ
る
が
、
Ｃ
３

１
は
Ｃ
５

６
（
本
稿
二
九
六
頁
既
出
）
の
後
に
は
接
続
し
な
い
こ
と
を
論
証
し
た
い
。
荊
門
市
博
物

館
編
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
に
始
ま
っ
て
、
先
に
挙
げ
た
崔
仁　

氏
以
外
の
釈
文
は
、
全
て
Ｃ
５

６
の
す
ぐ
後
に
Ｃ

３

１
を
接
続
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
そ
こ
に
組
の
分
断
を
認
め
て
い
な
い
。（
し
た
が
っ
て
Ｃ
本
の
組
数
が
一
つ
少
な
く
な
る
）
私
は
、
こ
れ
は
認
め
難

い
誤
り
だ
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
を
次
に
記
そ
う
。

１．
「
万
物
之
自
然
而
弗
能
為
、
道
恒
亡
為
也
」
の
結
び
つ
き
は
不
自
然
で
あ
る
。
楚
簡
『
老
子
』
の
み
な
ら
ず
、
帛
書
『
老
子
』
に
お
い
て
も
、

「
弗
能
」
と
い
う
結
合
は
一
例
も
見
当
ら
な
い
。（
楚
簡
『
唐
虞
之
道
』
に
は
「
弗
能
」
の
用
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
老
子
」
と
は
全
く
別
系
統
の
テ
キ

ス
ト
で
あ
る
）
Ｃ
５

６
と
重
複
す
る
楚
簡
Ａ
７
お
よ
び
帛
書
で
も
「
弗
敢
為
」
で
あ
り
、
現
行
『
老
子
』
諸
本
も
す
べ
て
「
不
敢
為
」
と
な
っ

て
い
て
、
「
能
」
を
使
っ
た
例
を
見
な
い
。
『
韓
非
子
・
喩
老
篇
』
引
に
も
「
恃
万
物
之
自
然
而
不
敢
為

．
．
．

」
と
あ
る
。
そ
れ
に
反
し
て
、
「
能
為
」

の
言
い
方
は
、
「
能
為
百
谷
下
」（
Ｃ
５

２
）
の
よ
う
に
楚
簡
『
老
子
』
の
中
に
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
崔
仁　

氏
が
範
を

示
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
は
「
万
物
之
自
然
而
弗
」
で
一
旦
切
り
、
そ
の
後
は
竹
簡
が
一
枚
散
逸
し
た
と
取
り
（
す
な
わ
ち
こ
こ
で
五
組
が
終
わ
る
）
、

「
能
為
道
」
は
当
該
の
竹
簡
の
冒
頭
か
ら
筆
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
新
し
い
組
（
三
組
）
の
始
ま
り
と
取
る
の
が
、
唯
一
の
合
理
的
な
文
献
処
理
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方
法
で
あ
る
と
、
私
は
考
え
る
。

２．

他
の
各
組
の
長
さ
と
対
照
し
て
み
て
も
、
五
組
と
三
組
が
連
続
し
た
一
つ
の
組
だ
と
す
る
と
、
こ
の
組
の
み
が
極
端
に
長
く
な
り
、
全
体
の

均
衡
を
破
っ
て
し
ま
う
。

さ
て
、
も
う
一
度
拙
論
の
本
筋
に
戻
っ
て
、
こ
こ
で
見
落
と
せ
な
い
の
は
、
帛
書
『
老
子
』
三
十
七
章
で
、
「
吾
」
が
顔
を
見
せ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
楚
簡
の
方
に
は
、
こ
れ
は
見
え
て
い
な
か
っ
た
。
「
道
」
の
体
得
者
と
し
て
の
「
吾
」
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
「
能
為
道
（
者
）
」

と
し
て
の
「
侯
王
」
が
設
定
さ
れ
、
提
起
さ
れ
た
の
か
。
い
さ
さ
か
、
お
せ
っ
か
い
な
一
人
称
「
吾
」
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
「
侯
王
」
と
「
聖
人
」
の
関
連
性
に
つ
い
て
の
考
察
に
移
ろ
う
。
「
侯
王
」
は
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｃ
三
組
に
二
度
出
て
来
る
の
み

で
あ
る
が
、
「
聖
人
」
は
楚
簡
『
老
子
』
中
に
八
回
出
て
く
る
。

Ａ
…
１
例
　
　
Ｂ
…
０
例
　
　
Ｃ
…
７
例

こ
の
内
、
Ａ
の
一
例
は
Ａ
７
で
あ
り
、
Ｃ
５

６
に
重
複
す
る
。
Ｃ
本
中
の
分
布
は
、

３
組
…
２
例
　
４
組
…
１
例
　
５
組
…
４
例

で
、
相
対
的
に
み
て
、
や
は
り
３
組
と
５
組
に
多
い
。
Ｃ
本
３
組
全
四
段
落
の
な
か
で
は
「
侯
王
」
と
「
聖
人
」
は
「
侯
王
」

「
聖
人
」

「
聖
人
」

「
侯
王
」
の
順
で
出
て
来
て
い
て
、
「
侯
王
」
に
触
発
さ
れ
て
、
「
聖
人
」
の
概
念
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
そ
し
て
、
「
侯
王
」
は
「
道
」
と
結
び
つ
く
の
に
対
し
て
、
「
聖
人
」
は
、
少
な
く
と
も
Ｃ
本
３
組
に
あ
っ
て
は
、
直
接
「
道
」
に
は
結
び

つ
か
な
い
。
Ｃ
本
５
組
の
４
例
の
「
聖
人
」
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
一
例
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

聖
人
之
在
民
前
也
、
以
身
後
之
、
其
在
民
上
也
、
以
言
下
之
、
其
在
民
上
也
、
民
弗
厚
也
、
其
在
民
前
也
、
其
在
民
弗
害
也
、

（
Ｃ
５

２
　
六
十
六
章
）
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合
わ
せ
て
、
帛
書
校
定
本
も
引
く
。

是
以
聖
人
之
欲
上
民
也
、
必
以
其
言
下
之
、
其
欲
先
民
也
、
必
以
其
身
後
之
、
故
居
前
而
民
弗
害
也
、
居
上
而
民
弗
重
也
、

（
六
十
六
章　

（
14
）

）

帛
書
の
二
カ
所
の
欲
（
傍
線
部
）
が
、
楚
簡
で
は
見
当
た
ら
な
い
の
が
注
目
さ
れ
る
。
Ｃ
５

２
で
は
、
聖
人
は
民
の
前
に
い
る
時
に
は
む
し
ろ
自

ら
身
を
引
く
の
で
あ
る
。
民
に
先
ん
じ
よ
う
と
し
て
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
一
時
的
に
身
を
引
く
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
「
聖
人
」
で
あ
っ

て
こ
そ
、
「
民
」
の
否
定
意
志
「
弗
」
が
生
じ
来
た
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。
帛
書
で
は
、「
欲
」
が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

本
来
の
意
図
が
歪
め
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
も
う
一
度
、
Ｃ
本
の
全
体
を
見
通
し
て
、
そ
の
言
語
的
な
特
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
Ｃ
本
の
言
語
は
、
リ
ズ
ム
が
四
言
の
場
合

が
多
く
、
そ
の
語
り
口
は
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
て
い
て
、
む
し
ろ
詩
的
で
さ
え
あ
る
（
例
え
ば
、
Ｃ
２
の
表
現
を
見
ら
れ
よ
）
。
内
容
的
に
も
、
よ
り
本
質
的

な
こ
と
の
み
を
語
り
、
表
現
は
簡
潔
で
あ
る
。
次
に
Ｃ
３

２
（
六
十
三
章
）
の
例
を
引
く
。

為
亡
為
、
事
亡
事
、
味
亡
味
、
大
小
之
、
多
易
必
多
難
、
是
以
聖
人
猶
難
之
、
故
終
亡
難
、

（
Ｃ
３

２
　
二
十
八
字
）

同
じ
箇
所
の
帛
書
校
定
本
を
引
く
。

為
無
為
、
事
無
事
、
味
無
味
、
大
小
多
少
、
報
怨
以
徳
、
図
難
於
其
易
、
為
大
於
其
細
也
、
天
下
之
難
、
作
於
易
、
天
下
之
大
、
作
於
細
、

是
以
聖
人
終
不
為
大
、
故
能
成
其
大
、
夫
軽
諾
必
寡
信
、
多
易
必
多
難
、
是
以
聖
人
猶
難
之
、
故
終
於
無
難
、

（
第
六
十
三
章
　
七
十
八
字　

（
15
）

）

帛
書
傍
線
部
が
楚
簡
に
有
る
部
分
で
あ
る
。
帛
書
に
比
し
て
Ｃ
本
に
は
い
わ
ゆ
る
説
教
調
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
む
だ
な
繰
り
返
し
も
見
ら
れ
な
い
。

帛
書
の
「
大
小
多
少
」
と
い
う
言
い
方
が
や
や
饒
舌
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
Ｃ
本
の
「
大
小
之
」
は
簡
潔
で
、
過
不
足
の
な
い
表
現
で
あ
る
。
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第
三
章
　
文
体
分
析
を
通
し
て
見
た
楚
簡
『
老
子
』
の
成
立
事
情

本
稿
の
緒
論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
私
は
か
つ
て
帛
書
校
定
本
『
老
子
』
の
文
体
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
分
析
の
結
果
を
、
楚
簡
『
老
子
』
Ａ
Ｂ

Ｃ
本
に
適
用
す
れ
ば
、
い
か
な
る
結
果
が
導
き
出
さ
れ
る
か
。
本
章
で
は
、
こ
の
主
旨
に
沿
っ
た
文
体
分
析
と
、
分
析
結
果
の
読
み
取
り
作
業
を

行
う
。

そ
の
前
に
、
私
が
帛
書
『
老
子
』
に
基
づ
い
て
行
っ
た
文
体
分
析
の
結
果
を
、
も
っ
と
も
重
要
か
つ
不
可
欠
な
点
に
し
ぼ
っ
て
紹
介
し
て
お
こ

う
。
詳
し
く
は
、
拙
論
「
帛
書
老
子
文
体
考
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
帛
書
『
老
子
』
の
文
体
の
核
に
は
神
秘
思
想
に
彩
ら
れ
た
文
体
Ａ　0  

が
来

る
。
こ
の
Ａ　0  

は
更
に
修
行
の
記
述
ａ
、
体
験
の
記
述
ｂ
、
定
義
付
け
ｃ
（
例
「
吾
強
為
之
名
曰
大
、
大
曰
逝
」）
の
三
つ
に
細
分
さ
れ
る
。
Ａ　0  

の
文
体

か
ら
Ａ　1  

・
Ａ　2  

・
Ａ　3  

の
三
小
文
体
が
派
生
し
た
。
Ａ　1  

は
神
秘
思
想
の
形
而
上
的
展
開
、
Ａ　2  

は
「
道
」
の
比
喩
的
表
現
、
Ａ　3  

は
「
二
の
否
定
」
と
い

う
形
で
の
神
秘
思
想
の
展
開
の
文
体
で
あ
る
。
以
上
の
諸
文
体
の
総
体
を
文
体
Ａ
層
と
呼
ぼ
う
。
こ
の
Ａ
層
か
ら
、
や
が
て
「
聖
人
の
無
為
」
を

説
く
文
体
Ｂ
層
が
生
ま
れ
て
く
る
。
た
だ
し
、
Ｂ
層
は
多
様
な
形
態
を
取
る
。
ま
ず
、
Ａ
層
の
Ａ　0  

か
ら
Ａ　3  

へ
の
流
れ
の
延
長
線
上
に
、
「
聖
人
の

無
為
」
を
説
く
文
体
Ｂ　0  

が
生
み
出
さ
れ
る
。
Ｂ　0  

は
聖
人
の
否
定
意
志
の
強
弱
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
前
期
・
中
期
・
後
期
に
分
か
た
れ
る
。
一
方
、

そ
れ
と
は
別
系
統
で
、
Ａ
層
か
ら
直
接
「
知
の
反
省
」
の
文
体
〔
Ｂ
〕
が
派
生
し
、
続
い
て
〔
Ｂ
〕
と
Ｂ　0  

中
期
が
結
合
す
る
形
で
、
「
反
智
」
の

文
体
Ｂ　3  

が
生
ま
れ
る　

（
16
）

。
他
方
、
文
体
Ｂ　0  

の
最
終
局
面
（
後
期
）
か
ら
は
、
「
聖
人
」
の
名
が
消
え
た
、
よ
り
受
動
的
な
姿
勢
の
文
体
Ｂ　1  

、
Ｂ　2  

、
Ｂ　3  

が
生
じ
る
。
Ｂ　1  

は
「
知
足
」
、
Ｂ　2  

は
「
長
生
保
身
」
、
Ｂ　3  

は
「
天
道
」
の
文
体
で
あ
る
。
Ａ
層
は
必
ず
し
も
完
全
に
Ｂ
層
に
流
れ
込
ん
だ
の
で
は

な
い
。
Ｂ
層
の
下
に
は
、
伏
流
Ｄ
層
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
。
Ｄ
層
で
は
「
道
」
の
体
得
者
（
神
秘
体
験
の
経
験
者
）
の
、
「
聖
人
の
無
為
」
と
し

て
は
昇
華
し
き
れ
な
か
っ
た
暗
い
情
念
が
渦
巻
い
て
い
る
。
Ｄ
層
で
は
当
然
「
聖
人
」
は
現
わ
れ
ず
、
「
吾
（
我
）
」
が
姿
を
あ
ら
わ
す
。
Ｄ
層
は
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二
つ
の
文
体
に
区
分
さ
れ
る
。
一
つ
は
「
独
白
」
の
文
体
Ｄ　1  

で
、
こ
こ
で
は
、
神
秘
体
験
者
の
孤
独
と
現
実
に
お
け
る
絶
望
が
表
白
さ
れ
る
。
も

う
一
つ
は
、
「
負
の
観
念
」
を
も
っ
ぱ
ら
唱
え
る
文
体
Ｄ　2  

で
あ
る
。
Ａ
層
の
「
二
の
否
定
」
の
文
体
Ａ　3  

か
ら
「
聖
人
の
無
為
」
Ｂ　0  

へ
向
か
う
過
程

で
、
「
一
の
実
現
」
が
強
調
さ
れ
て
ゆ
く
が
、
Ｄ　2  

は
二
の
う
ち
の
負
の
観
念
（
剛
に
対
す
る
柔
、
雄
に
対
す
る
雌
、
動
に
対
す
る
静
な
ど
）
の
み
を
受
容

す
る
。
現
実
に
お
い
て
は
、
お
そ
ら
く
弱
者
で
あ
り
、
下
位
に
在
っ
た
で
あ
ろ
う
「
道
の
体
得
者
」
は
、
聖
人
と
い
う
理
想
者
を
創
出
す
る
裏
で
、

独
白
と
し
て
、
負
の
観
念
の
主
張
と
し
て
、
隠
微
に
己
を
語
っ
て
い
る
。

さ
て
、
Ａ
層
は
Ｂ
層
と
Ｄ
層
に
分
流
し
た
後
、
文
体
Ｃ
層
に
お
い
て
再
び
合
流
す
る
。
そ
の
時
、
Ａ
層
は
も
と
の
ま
ま
の
姿
で
は
な
く
、
よ
り

高
い
次
元
で
で
再
統
一
さ
れ
た
。
Ｃ
層
も
多
様
な
姿
を
み
見
せ
る
。
Ｃi

「
善
人
」
の
文
体
は
、
「
道
」
を
「
善
人
」
と
い
う
言
葉
を
軸
に
解
説
し
、

Ｃii

「
愛
身
」
は
、
「
自
身
を
大
切
に
す
る
」
こ
と
を
説
き
、
Ｃiii

「
兵
家
言
」
は
、
Ｂ　0  

「
聖
人
の
無
為
」
と
Ｄ　2  

「
負
の
観
念
」
の
結
合
さ
れ
た
所
、

あ
る
い
は
そ
の
延
長
上
に
来
る
。
Ｃiv

「
非
戦
」
は
、
「
道
」
を
平
和
に
結
び
つ
け
、
非
戦
を
主
張
す
る
。
Ｃiii

「
兵
家
言
」
と
近
い
関
係
に
あ
る
。

以
下
、
Ｃv

「
死
生
」
、
Ｃvi

「
批
判
」
、

Ｃvii

「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
な
ど
の
文
体
が
認
め
ら
れ
る
。
Ｃ
層
は
、
情
が
強
く
出
、
よ
り
民
衆
の
立
場
に
近
く
、

そ
れ
ぞ
れ
が
一
個
の
散
文
体
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
文
体
分
析
を
行
っ
た
後
、
実
際
に
帛
書
に
当
た
り
直
し
て
み
て
、
私
は
、
「
徳
」
経
と
「
道
」
経
で
文
体
上
明
ら
か
な
相
異
の

あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
各
章
の
文
体
の
比
率
を
図
に
示
そ
う
。（
0.5
は
一
章
が
二
文
体
に
分
か
れ
る
も
の
）

（
文
体
）

Ａ
　
　
Ｂ
　
　
Ｄ
　
　
Ｃ

徳
経
　
　
　
４
　
　
16.5

10.5

13

道
経
　
　
　
14.5

11.5

１
　
　
10

徳
経
は
文
体
Ｂ
Ｄ
Ｃ
に
布
陣
し
、
道
経
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
布
陣
し
て
い
る
。
帛
書
の
全
体
を
見
渡
す
と
、
道
経
で
は
お
お
よ
そ
、
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（
導
入
）

（
比
喩
）

（
本
論
）

（
敷
衍
）

（
展
開
）

Ａ　1  

　
Ａ　2  

　
Ａ　0  

　
Ｂ
・
Ｄ

　
Ｃ

の
順
を
と
り
、
徳
経
で
は
や
や
不
明
確
で
あ
る
が
、
お
よ
そ

Ｄ

Ｂ
・
Ｃ

Ｄ

の
順
に
位
置
す
る
。
こ
れ
ら
の
意
図
的
と
思
わ
れ
る
配
列

は
、
編
纂
者
の
存
在
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
が
、
そ
れ
が
老
子
自
身
で
あ
る
か
ど
う
か
、
前
論
文
で
用
い
た
私
の
方
法
で
は
、
明
ら
か
に
し
得
な
か

っ
た
。

今
回
、
私
は
、
こ
の
帛
書
『
老
子
』
の
文
体
分
析
法
を
楚
簡
『
老
子
』
に
適
用
す
る
に
当
た
っ
て
、
と
く
に
何
ら
か
の
不
都
合
や
方
法
の
修
正

の
必
要
性
を
感
じ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
帛
書
（
す
な
わ
ち
現
行
諸
本
）
の
章
分
け
・
章
次
と
、
楚
簡
『
老
子
』
の
段
落
区
分
・
段
落
順
序
と
は
必
ず

し
も
一
致
し
て
い
な
い
の
で
、
一
章
を
さ
ら
に
細
か
く
分
割
し
た
り
、
或
い
は
、
他
の
章
と
合
わ
せ
て
一
段
落
・
一
文
体
と
し
て
処
理
し
た
り
、

と
い
っ
た
若
干
の
手
直
し
は
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
楚
簡
Ａ
Ｂ
Ｃ
各
本
の
組
毎
、
段
落
毎
の
文
体
確
定
を
行
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
非
常
に
興
味

深
い
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
を
、
ま
ず
表
示
し
て
み
よ
う
。
な
お
、
も
う
一
度
確
認
し
て
お
く
と
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
各
本
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立

し
て
冊
を
な
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
数
組
に
分
か
れ
る
（
拙
論
で
は
各
本
の
組
番
号
は
崔
仁　

氏
に
よ
る
）
。
組
の
配
列
は
現
在
で
は
不
明
に
な
っ

て
い
る
が
、
一
つ
の
組
内
部
の
段
落
順
は
固
定
の
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
一
番
古
い
筆
写
と
考
え
ら
れ
る
Ｃ
本
か
ら
始
め
よ
う
（
図
２
・
Ａ
表
参

照
）
。こ

の
図
２
・
Ａ
表
で
、
相
互
の
文
体
の
層
が
並
行
す
る
よ
う
に
各
組
の
位
置
を
前
後
に
ず
ら
し
て
み
る
と
、
次
の
図
２
・
Ｂ
表
の
よ
う
に
な
る
。

こ
こ
で
、
よ
り
高
い
整
合
性
を
得
る
た
め
に
、
私
の
判
断
で
一
組
と
二
組
の
順
序
を
入
れ
換
え
て
み
た
。
（
図
２
・
Ｂ
表
参
照
）

Ｂ
表
で
は
、
組
と
組
の
繋
ぎ
と
な
る
文
体
（
図
の
＝
で
結
ん
だ
部
分
）
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
Ｃ
本
の
六
つ
の
組
は
、
全
体
と
し

て
一
定
の
方
向
性
を
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
方
向
性
は
、
私
の
考
え
る
文
体
の
発
展
方
向
に
、
ほ
ぼ
完
全
に
重
な
る
。
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（
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
こ
の
順
序
は
崔
仁　

氏
の
組
順
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
氏
の
組
順
決
定
の
方
法
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
私
は
詳
ら
か
に
し
な
い
が
、

改
め
て
氏
の
判
断
の
正
確
さ
に
敬
服
す
る
次
第
で
あ
る
）
こ
の
Ｂ
表
が
指
し
示
し
て
い
る
も
の
に
、
本
稿
の
第
一
、
二
章
で
私
が
述
べ
て
き
た
こ
と
を

合
わ
せ
て
、
そ
れ
を
文
字
に
書
き
改
め
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

二
組　

神
秘
体
験
（
修
行
・
体
験
）

一
組　

神
秘
体
験
（
体
験
・
定
義
・
比
喩
）

三
組　

神
秘
思
想
（
比
喩
・
二
の
否
定
）
・
侯
王
と
聖
人
の
出

現
（
聖
人
の
無
為
）

四
組　

二
の
否
定
・
知
の
反
省
・
反
智

五
組　

反
智
・
負
の
観
念
・
知
足
・
外
縁
部
（
非
戦
）
・
比
喩
・
聖
人
・
民
の

否
定
意
志

六
組　

比
喩
・
長
生
保
身
・
知
足
・
形
而
上
学
・
知
足
（
Ｂ
層

周
縁
部
の
形
成
）

以
上
の
よ
う
な
様
々
な
分
析
結
果
の
う
ち
、
Ｃ
本
の
主
軸
は
文
体
Ａ
か
ら
文
体

Ｂ
へ
、
同
時
に
ま
た
各
層
の
核
心
よ
り
周
縁
に
向
か
っ
て
動
き
、
五
組
の
段
階

で
、
Ｄ
層
と
Ｃ
層
が
始
め
て
顔
を
出
し
た
こ
と
が
、
特
に
注
目
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
Ｃ
本
は
こ
こ
ま
で
で
そ
の
文
体
の
発
展
を
止
め
て
い
る　

（
17
）

。

次
に
、
楚
簡
Ｂ
本
の
文
体
分
析
に
移
ろ
う
。
始
め
に
、
Ｃ
本
と
同
様
の
作
業

を
す
る
。（
図
３
参
照
）

Ｂ
本
の
文
体
は
、
こ
れ
は
極
め
て
明
瞭
な
傾
向
を
示
す
。
一
組
の
Ｄ　2  

は
、
二
、

三
組
の
Ｄ　2  

に
対
応
す
る
。
二
組
と
三
組
は
ほ
ぼ
完
全
な
相
似
形
を
な
す
。
二
組

３
の
Ａ　3  

「
二
の
否
定
」
は
帛
書
で
は
Ｄ　1  

の
直
前
に
あ
り
、
Ｄ
層
と
関
係
が
深
い
。

Ｂ
本
は
、
Ｃ
本
と
は
全
く
別
の
動
き
を
見
せ
、
Ｂ　2  

「
長
生
保
身
」

Ｄ　2  

「
負
の
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観
念
」

（
Ａ　3  

「
二
の
否
定
」）

Ｃ
層
外
縁
と
い
う
動
き
を
繰
り
返
す
。
こ
れ
は
、
帛
書
に
お
い
て
、

Ｂ
層
と
Ｄ
層
が
合
流
し
て
、
Ｃ
層
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
一
致
す
る
。
そ
し
て
、
文
体
Ｃ
層
で
Ｂ
本

が
終
止
す
る
の
も
示
唆
的
で
あ
る
。
次
に
、
Ａ
本
の
文
体
分
析
に
移
る
。（
図
４
参
照
）

Ａ
本
で
は
一
応
、
二
の
否
定
（
五
組
）

聖
人
の
無
為
（
七
組
）

反
智
（
四
組
）

非
戦
（
六
組
）

の
方
向
性
が
窺
わ
れ
る
。
或
い
は
、
文
体
Ａ
よ
り
文
体
Ｃ
が
発
生
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
象
徴
的
に

表
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
、
楚
簡
『
老
子
』
Ａ
Ｂ
Ｃ
各
本
の
文
体
分
析
を
終
え
て
、
次
に
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
各
本
間
の
相
互

の
関
連
性
を
問
う
べ
き
時
に
来
た
。
ま
ず
、
帛
書
『
老
子
』
に
な
ら
っ
て
、
各
文
体
の
出
現
頻
度

を
表
示
し
よ
う
。

文
体
Ａ
　
文
体
Ｂ
　
文
体
Ｄ
　
文
体
Ｃ

（
楚
簡
Ｃ
）

８
　
　
　
９
　
　
　
１
　
　
　
２

（
楚
簡
Ｂ
）

０
　
　
　
３
　
　
　
４
　
　
　
２

（
楚
簡
Ａ
）

１
　
　
　
３
　
　
　
０
　
　
　
１

楚
簡
Ｃ
本
は
文
体
Ａ
Ｂ
が
中
心
で
、
そ
し
て
Ｄ
と
Ｃ
が
若
干
顔
を
見
せ
て
い
る
。
楚
簡
Ｂ
本
は
文
体
Ｂ
Ｄ
Ｃ
に
わ
た
っ
て
位
置
し
、
楚
簡
Ａ
本
は

傾
向
が
弱
い
が
、
文
体
Ｂ
を
中
心
に
、
文
体
Ａ
Ｃ
が
寄
り
そ
う
。
こ
れ
ら
を
す
べ
て
勘
案
し
て
、
私
は
、
結
局
楚
簡
『
老
子
』
Ａ
Ｂ
Ｃ
本
は
、
文

体
に
お
い
て
、
左
図
の
よ
う
な
相
関
関
係
に
あ
る
も
の
と
理
解
す
る
。（
図
５
参
照
）

先
ず
Ｃ
本
に
お
い
て
、
Ａ　0  

―
Ａ　3  

―
Ｂ　0  

―
Ｂ　1  

―
Ｃ
を
主
軸
と
す
る
精
神
の
動
き
が
あ
り
、
そ
れ
を
補
完
す
る
形
で
（
伏
流
と
し
て
）
Ｂ
本
の
Ｂ　2  

―
Ｄ　2  
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―
Ｃ
の
動
き
が
起
こ
り
、
両
者
は
Ｃ
層
に
お
い
て
合
流
す
る
。
Ａ
本
は
、
Ｃ

本
の
主
軸
の
上
を
も
う
一
度
な
ぞ
っ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
図

の
示
す
所
は
、
私
の
前
論
文
に
お
け
る
次
の
結
論
に
完
全
に
合
致
し
て
い
る
。

文
体
Ａ
は
混
沌
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
か
ら
文
体
Ｂ
が
生
み
出
さ
れ
た
。

Ｂ
は
知
で
あ
っ
た
。
Ｂ
が
地
歩
を
固
め
つ
つ
あ
っ
た
時
、
情
の
力
学
が

働
い
て
、
文
体
Ｄ
が
生
ま
れ
た
。
Ｄ
は
情
で
あ
っ
た
。
か
く
て
情
と
知

と
の
不
安
定
な
分
離
の
後
、
両
者
は
文
体
Ｃ
に
於
い
て
合
一
し
た
。
Ａ

は
よ
り
高
度
な
次
元
で
再
統
一
さ
れ
、
そ
の
時
幾
つ
か
の
言
語
の
美
が

生
ま
れ
た
。（
以
下
略
。
前
論
文
四
一
頁
）

楚
簡
Ａ
Ｂ
Ｃ
本
は
、
こ
の
私
の
結
論
の
傍
線
を
引
い
た
部
分
の
直
前
で
、
テ

キ
ス
ト
を
終
え
て
い
る
。
傍
線
部
で
私
が
述
べ
た
こ
と
は
、
帛
書
『
老
子
』

を
待
っ
て
、
始
め
て
実
現
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
楚
簡
『
老
子
』
の
文
体
分
析
に
よ
っ
て
、
「
老
子
」
の
成
立
事
情
を

推
測
し
て
み
た
が
、
ま
だ
重
要
な
問
題
で
言
い
落
と
し
て
い
る
も
の
が
幾
つ

か
あ
る
。
そ
れ
ら
は
次
章
に
お
い
て
、
帛
書
『
老
子
』
と
関
連
づ
け
て
考
察

し
た
い
。
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第
四
章
　
楚
簡
『
老
子
』
か
ら
帛
書
『
老
子
』
へ
―
「
吾
」
の
な
ぞ
ら
え

．
．
．
．

と
い
う
こ
と

楚
簡
『
老
子
』
か
ら
帛
書
『
老
子
』
ま
で
へ
は
、
推
定
で
約
百
年
の
時
の
経
過
が
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
間
に
「
老
子
」
は
大
き

く
変
貌
を
遂
げ
た
。
こ
こ
で
は
、
我
々
の
目
か
ら
見
た
楚
簡
『
老
子
』
と
帛
書
『
老
子
』
の
相
違
点
、
お
よ
び
両
者
の
間
に
存
在
す
る
継
続
性
に

つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

帛
書
に
つ
い
て
、
前
論
文
で
私
は
、
「
確
か
な
言
語
感
覚
を
持
っ
た
編
纂
者
の
存
在
は
肯
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
（
四
一
頁
）
。

編
纂
者
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
く
と
き
に
、
私
は
ま
ず
楚
簡
『
老
子
』
と
帛
書
『
老
子
』
に
お
け
る
一
人
称
「
吾
」
「
我
」
の
存
在
に
留
意
し

た
い
。
帛
書
の
「
吾
（
我
）
」
に
つ
い
て
、
私
は
前
論
文
で
ま
た
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
三
〇
頁
）
。

「
老
子
」
の
「
吾
」
と
「
我
」
の
用
法
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
お
く
。
所
有
格
は
「
吾
」
、
目
的
格
は
「
我
」
が
使
わ
れ
、
主
格
は
双
方
が

使
わ
れ
る
。
主
格
の
「
吾
」
は
地
の
文
で
用
い
ら
れ
る
一
人
称
（
即
ち
「
作
者
」
）
で
あ
り
、
主
格
の
「
我
」
は
直
接
話
法
の
中
で
用
い
ら
れ

る
一
人
称
（
独
白
を
含
む
。
必
ず
し
も
「
作
者
」
と
は
限
ら
な
い
）
で
あ
る　

（
18
）

。

以
上
の
こ
と
は
帛
書
第
二
十
章
の
文
体
Ｄ　1  

（
独
白
）
の
分
析
を
行
う
過
程
で
述
べ
た
（
前
論
文
三
十
頁
）
の
で
、
こ
こ
で
、
第
二
十
章
帛
書
校
定
本

を
再
度
採
録
す
る
。
楚
簡
に
は
相
当
す
る
箇
所
が
無
い
。（
前
半
部
は
別
途
引
い
た
の
で
略
す
）

衆
人　

、
若
饗
於
太
牢
、
而
春
登
台
、
我
泊
焉
未
兆
、
若
嬰
児
未
咳
、
累
兮
、
若
無
所
帰
、
衆
人
皆
有
余
、
我
独
遺
、
我
愚
人
之
心
也
、

惷
惷
兮
、
俗
人
昭
昭
、
我
独
若
昏
兮
、
俗
人
察
察
、
我
独
悶
悶
兮
、
忽
兮
、
其
若
海
、
恍
兮
、
若
無
所
止
、
衆
人
皆
有
以
、
我
独
頑
以
鄙
、

吾
欲
独
異
於
人
、
而
貴
食
母
、

（
第
二
十
章
）

（
多
く
の
人
は
喜
々
と
し
て
、
ま
る
で
ご
馳
走
の
持
て
な
し
を
受
け
て
、
春
に
台
に
登
る
よ
う
な
様
で
あ
る
。
私
は
身
じ
ろ
が
ず
、
ま
だ
外
に
向
か
っ
て
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現
れ
も
せ
ず
、
ま
る
で
ま
だ
笑
い
も
せ
ぬ
赤
子
の
よ
う
だ
。
憂
鬱
で
、
帰
る
所
も
無
い
よ
う
だ
。
多
く
の
人
々
は
皆
、
有
り
余
る
程
も
の
が
有
る
の
に
、
私

独
り
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
の
愚
か
な
心
は
千
々
に
乱
れ
る
。
俗
人
た
ち
は
明
晰
な
の
に
、
私
独
り
真
っ
暗
な
よ
う
だ
。
俗
人
達
は
颯
爽
と
し
て
い
る
の
に
、

私
独
り
悶
々
と
し
て
い
る
。
暗
く
霞
ん
で
い
て
、
海
の
よ
う
で
あ
り
、
止
ま
る
所
と
て
無
い
よ
う
だ
。
多
く
の
人
々
は
、
皆
取
り
柄
が
あ
る
の
に
、
私
独
り

頑
固
な
田
舎
者
で
あ
る
。
私
は
た
と
え
独
り
人
と
異
な
ろ
う
と
も
、
万
物
の
養
い
の
母
を
貴
ん
で
ゆ
き
た
い
。）

こ
こ
は
、
独
白
部
分
な
の
で
、
一
人
称
は
「
我
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
一
人
称
主
格
と
し
て
の
「
我
」
は
第
五
十
七
章
（
Ｃ
４

３
）
や
、

第
十
七
章
（
Ａ
４

１
）
に
も
見
ら
れ
る
が
、
ど
ち
ら
も
直
接
話
法
「
曰
」
を
受
け
た
一
人
称
で
あ
る
。

今
回
、
私
は
本
論
を
書
き
進
め
る
中
で
、
帛
書
二
十
章
を
再
点
検
し
て
み
て
、
前
論
文
で
一
箇
所
大
き
な
誤
り
を
犯
し
て
い
た
の
に
気
が
つ
い

た
。
そ
れ
は
、
右
引
用
文
の
最
後
の
方
の
、
「
我
欲
独
異
於
人
」
の
「
我
」
と
い
う
読
み
で
、
こ
れ
は
今
、
写
真
版
を
見
る
に
、
甲
本
・
乙
本
と

も
明
ら
か
に
「
吾
」
の
字
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
。
今
と
な
っ
て
は
、
私
の
誤
り
が
、
ど
こ
に
起
因
し
て
い
る
の
か
、
自
ら
定
か
で
な
い
。
推
測

す
る
に
、
独
白
の
一
人
称
「
我
」
と
い
う
強
い
思
い
こ
み
が
私
の
眼
を
曇
ら
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
、
こ
こ
に
訂
正
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
右
引
用
文
で
は
、
傍
線
を
付
し
、
既
に
訂
正
し
て
お
い
た
。（
ち
な
み
に
、
現
行
諸
本
は
こ
の
「
吾
」
を
す
べ
て
「
我
」
と
し
て
い
る
）
た
だ
し
、

こ
の
箇
所
を
訂
正
し
た
後
も
、
私
の
一
人
称
主
格
の
「
吾
」
と
「
我
」
の
区
別
に
つ
い
て
の
見
解
は
変
わ
ら
な
い
。
従
っ
て
、
第
二
十
章
の
「
我
」

の
独
白
は
、
「
我
独
頑
以
鄙
」
で
終
わ
り
、
末
尾
の
「
吾
欲
独
異
於
人
、
而
貴
食
母
」
は
地
の
文
と
し
て
読
む
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
二
十
章
の
独
白
者
「
我
」
は
、
深
い
絶
望
の
底
に
在
り
、
決
し
て
何
か
を
意
欲
し
た
り
、
貴
ん
だ
り
は
し
な
い
の
だ
。
独
白
を
終
え
た
上
で
、

そ
の
絶
望
の
底
か
ら
何
と
か
は
い
上
が
ろ
う
と
意
欲
す
る
の
が
「
吾
」
で
あ
る
。

一
体
に
、
二
十
章
の
独
白
は
、
『
詩
経
』
か
ら
の
影
響
が
多
く
窺
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
い
ま
対
象
を
「
小
雅
・
節
南
山
之
什
」
の
「
十
月
之
交
」

に
し
ぼ
っ
て
見
て
み
る
に
、
帛
書
甲
本
に
「
（
我
独
頑
）
以　

」
と
あ
る
の
に
対
し
て
「
悠
悠
我
里
」
が
あ
る
。
『
爾
雅
・
釈
詁
下
』
に
「　

、
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憂
也
」
、
郭
璞
の
注
に
「
詩
曰
、
悠
悠
我　

」
と
見
え
る
。
ま
た
、
帛
書
「
衆
人
皆
有
余
、
我
独
遺
」
に
対
し
て
「
四
方
有
羨
、
我
独
居
憂
」
が

有
る
。
毛
伝
に
「
羨
、
余
也
」
。
更
に
、
帛
書
の
「
俗
人
察
察
、
我
独
悶
悶
兮
」
に
対
し
て
「
民
莫
不
逸
、
我
独
不
敢
休
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
「
独
白
」
の
「
我
」
は
、
『
詩
経
』
の
「
我
」
と
言
っ
て
も
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
は
恐
ら
く
、
ひ
た
す
ら
自
分
自
身
に
向
か
っ
て

の
み
語
り
か
け
る
、
孤
絶
し
た
一
人
称
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
二
十
章
末
尾
で
、
一
人
称
が
「
我
」
か
ら
「
吾
」
に
変
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
重
要
な
意
味
が
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
帛
書
二
十
章
で
は
「
吾
欲
独
異
於
人
」
に
続
い
て
「
貴
食
母
」
と
見
え
る
。
「
母
」
は
帛
書
は
も
ち
ろ
ん
、
楚
簡
『
老
子
』
で
既
に
重

要
な
意
味
を
与
え
ら
れ
て
い
た
語
で
あ
る
。
楚
簡
で
は
つ
ぎ
の
二
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

莫
知
其
恒
、
可
以
有
域
、
有
域
之
母
、
可
以
長

長
生
久
視
之
道
也
、

（
Ｂ
２

１
　
五
十
九
章
）

現
行
本
「
恒
」
を
「
極
」
に
作
る
（
帛
書
は
不
明
）
。
帛
書
「
域
」
を
「
國
」
に
作
る　

（
19
）

。
「
恒
」
は
こ
こ
で
は
「
境
」
の
意
。

有
将
蟲
成
、
先
天
地
生
、　

綉
独
立
不
該
、
可
以
為
天
下
母
、
未
知
其
名
、
字
之
曰
道
、
吾
強
為
之
名
曰
大
、

（
Ｃ
１

１
　
二
十
五
章　

（
20
）

）

右
波
線
部
の
語
義
に
つ
い
て
は
確
定
を
保
留
す
る
。
「
該
」
は
原
字
「
亥
」
。
「
改
」
を
当
て
る
説
も
あ
る
。
「
該
」
な
ら
ば
「
兼
ね
る
」
意
。
Ｃ
１

１
は
、
Ａ　0  

ｂ
か
ら
Ａ　0  

ｃ
に
か
け
て
の
文
体
。
こ
こ
で
「
母
」
が
現
れ
る
。
ま
た
、
Ａ　0  

ｃ
部
で
「
吾
」
が
現
れ
て
い
る
。
帛
書
二
十
章
の
「
吾
欲

独
異
於
人
、
貴
食
母
」
は
、
Ｂ
本
の
文
体
Ｂ2

「
長
生
」
を
経
由
し
て
、
Ｃ
本
の
核
心
に
ま
で
遡
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

右
Ｃ
１

１
の
例
で
明
ら
か
な
様
に
、
楚
簡
『
老
子
』
の
「
吾
」
は
「
道
」
の
名
付
け
人
で
あ
り
、
生
み
の
親
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
「
吾
」

は
「
渦
中
の
人
」
で
は
な
く
、
「
見
届
け
人
、
傍
観
者
」
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
吾
」
は
楚
簡
『
老
子
』
で
は
、
こ
の
他
に
三
例
が
認
め
ら
れ

る
。

以
亡
事
取
天
下
、
吾
何
以
知
其
然
也
、
…
…

久
、
是
謂
深
根
固
柢
、
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（
Ｃ
４

３
　
五
十
七
章
）
Ｂ　3  

「
反
智
」

吾
所
以
有
大
患
者
、
為
吾
有
身
、
及
吾
亡
身
、
或
何

、

（
Ｂ
２

４
　
十
三
章
）
Ｃii

「
愛
身
」

吾
何
以
知
天

、

（
Ｂ
３

４
　
五
十
四
章
）
Ｃ
独
立
体

こ
の
よ
う
に
、
楚
簡
『
老
子
』
Ｂ
、
Ｃ
本
に
お
い
て
既
に
傍
観
者
的
一
人
称
＝
「
吾
」
が
存
在
し
た
。
し
か
も
、
Ｃ
１

１
の
文
体
Ａ　0  

ｃ
と
い
う

初
期
段
階
に
「
吾
」
が
現
れ
て
い
る
こ
と
は
、
大
い
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
吾
」
は
帛
書
『
老
子
』
に
な
る
と
大
き
く
増
え
て
、
全
体
で
十
八
例
が
認
め
ら
れ
る
。（
直
接
話
法
の
「
我
」
に
つ
い
て
は
い
ま
考
察
の
対
象
と
し

な
い
）
こ
れ
ら
一
人
称
「
吾
」
が
如
何
な
る
文
体
に
現
れ
て
い
る
か
を
、
章
次
に
従
っ
て
左
に
列
記
し
て
み
よ
う
。

〈
道
経
〉

Ａ　0  

Ｃii

Ａ　0  

Ｂ　3  

Ｄ　1  

（
＝
Ｂ
）　2

Ａ　0  

Ａ　0  

Ｂ　0  

Ａ2

〈
徳
経
〉

Ｄ　2  

Ｄ　2  

Ｃiv

Ｄ　2  

Ｂ　3  

Ｄ　2  

Ｃ

Ｄ　1  

Ｃ

傍
線
を
付
し
た
部
分
は
楚
簡
に
も
見
え
る
「
吾
」
で
あ
る
。
楚
簡
の
一
人
称
「
吾
」
を
な
ぞ
ら
え
る
よ
う
に
し
て
、
帛
書
の
「
吾
」
が
出
現
し
て

い
る
の
が
観
察
さ
れ
る
。
な
ぞ
ら
え
は
、
既
に
見
た
よ
う
に
、
「
居
以
須
復
也
」
か
ら
「
吾
以
観
其
復
也
」
へ
と
、
楚
簡
Ｃ
本
の
最
古
層
と
推
定

さ
れ
る
Ｃ
２
（
帛
書
十
六
章
）
に
お
い
て
既
に
始
ま
っ
て
い
た
（
右
図
＊
印
）
。

そ
の
他
、
一
人
称
で
は
「
吾
将
◯
」（
◯
に
は
一
字
の
動
詞
が
入
る
）
と
い
う
表
現
が
注
目
さ
れ
る
。
楚
簡
『
老
子
』
と
同
時
に
「
太
一
生
水
」
と

下
之
然
哉
、
以
此

患
之
有
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い
う
竹
簡
一
篇
が
出
土
し
た
が
、
こ
れ
よ
り
先
に
馬
王
堆
三
号
漢
墓
（
前
漢
・
文
帝
期
、
前
一
七
九
〜
前
一
五
七
）
よ
り
「
太
一
将
行
図
」
が
出
土
し

て
い
る　

（
21
）

。
そ
の
図
に
は
、
「
太
一
将
行
◯
◯
◯
…
…
神
従
之
」
と
の
文
字
が
認
め
ら
れ
る
。
「
将
行
」
は
絶
対
者
＝
「
太
一
」
の
行
為
を
指
す
。

ま
た
、
『
楚
辞
』
で
は
、
「
吾
将
〜
」
は
慣
用
的
表
現
で
あ
り
、
屈
原
の
代
表
作
「
離
騒
」
の
「
歴
吉
日
乎
吾
将
行
」
や
「
吾
将
従
彭
咸
之
所
居
」

の
よ
う
に
、
詩
の
韻
律
（
「
離
騒
」
の
場
合
は
、
三
言
＋
助
字
＋
二
言
（
兮
）
）
を
破
っ
て
現
れ
る　

（
22
）

。
『
詩
経
』
の
「
我
」
が
四
言
の
韻
律
に
完
全
に
組

み
込
ま
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
『
楚
辞
』
の
「
吾
」
は
、
韻
律
に
寄
り
添
う
よ
う
に
し
て
、
い
わ
ば
傍
観
者
と
し
て
詩
に
向
か
い
合
っ
て
い
る
。

こ
れ
も
屈
原
の
作
と
し
て
伝
わ
る
「
天
問
」
に
は
、
長
篇
の
最
後
の
方
に
始
め
て
一
人
称
が
顔
を
出
す
が
、
そ
こ
で
は
、
「
吾
」
と
「
我
」
の
使

い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

悟
過
改
更
　
　
過
ち
を
悟
り
て
　
改
更
せ
ば

我
又
何
言
　
　
我

又
　
何
を
か
言
わ
ん
や

ま
た
、吾

告
堵
敖
　

吾

堵
敖

と
ご

う

に
告
ぐ
る
に

以
不
長
　
　
　
長
か
ら
ざ
る
を
以
っ
て
す

「
堵
敖
」
は
王
逸
注
に
「
楚
の
賢
人
也
」
、
誰
を
指
す
か
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
。
右
の
「
我
」
は
「
詩
経
」
的
、
独
白
的
一
人
称
で
あ
り
、

「
吾
」
は
語
り
手
、
話
者
と
し
て
の
一
人
称
で
あ
る
。
『
楚
辞
』
の
他
の
一
篇
「
招
魂
」
に
は
「
帝
告
巫
陽
曰
、
有
人
在
下
、
我
欲
輔
之
」
と
あ
っ

て
、
直
接
話
法
の
下
で
や
は
り
「
我
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。

「
吾
将
◯
」
は
、
本
来
、
絶
対
者
（
神
）
の
行
為
を
指
す
語
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う　

（
23
）

。
『
楚
辞
』
の
慣
用
表
現
と
し
て
の
用
法
は
、
恐
ら
く
、
そ

の
名
残
り
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
用
法
は
「
老
子
」
に
も
引
き
継
が
れ
た
。
楚
簡
Ｃ
３

１
（
三
十
七
章
）
の
「
侯
王
…
…
将
鎮
之
以
亡
名
之
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樸
」
は
、
「
侯
王
」
と
い
う
選
ば
れ
た
人
間
の
み
が
行
い
得
る
貴
い
行
為
を
言
う
。
楚
簡
で
は
こ
の
箇
所
は
直
接
一
人
称
と
は
結
び
つ
い
て
い
な

い
が
、
帛
書
乙
本
に
な
っ
て
、
該
当
箇
所
は
「
吾
将
鎮
之
以
無
名
之
樸
」
と
な
り
、
「
侯
王
」
が
「
吾
」
に
す
り
替
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
（
甲

本
は
不
明
）
。
「
吾
」
が
「
侯
王
」（
聖
人
）
に
乗
り
移
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
四
十
二
章
（
楚
簡
は
該
当
箇
所
無
し
）
の
帛
書
乙
本
に
「
吾
将
以
為

学
父
」
と
あ
る
。
甲
本
は
「
我
◯
以
為
学
父
」
。
七
十
四
章
（
楚
簡
は
該
当
箇
所
無
し
）
帛
書
甲
本
に
「
吾
将
得
而
殺
」
、
乙
本
は
「

吾　

得
而
殺

之
」
。
乙
本
は
「
将
」
が
落
ち
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
吾
将
◯
」
の
定
型
意
識
が
乙
本
に
至
っ
て
薄
れ
て
き
た
結
果
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
帛

書
の
編
纂
者
に
、
『
楚
辞
』
の
「
吾
」
意
識
に
繋
が
る
一
人
称
意
識
が
継
承
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
す
る
。

帛
書
の
「
吾
」
は
、
や
が
て
文
体
Ｃ
層
の
中
に
自
己
の
居
場
所
を
見
つ
け
て
ゆ
く
が
、
こ
の
こ
と
自
体
が
既
に
楚
簡
の
「
吾
」
の
な
ぞ
ら
え

．
．
．
．

な

の
で
あ
る
。

楚
簡
『
老
子
』
で
Ｃ
本
文
体
Ａ　0  

に
萌
芽
し
た
「
吾
」
は
、
以
後
、
Ｃ
本
の
文
体
Ｂ　3  

で
一
度
姿
を
見
せ
た
以
外
は
、
Ｃ
本
・
Ｂ
本
の
中
で
抑
圧
さ

れ
て
い
た
が
、
Ｂ
本
の
外
縁
部
・
文
体
Ｃ
層
に
な
っ
て
再
び
姿
を
見
せ
る
。
「
吾
」
に
ふ
さ
わ
し
い
居
場
所
を
見
つ
け
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

楚
簡
『
老
子
』
の
う
ち
で
、
文
体
Ｃ
層
に
属
す
る
の
は
、
つ
ぎ
の
四
段
落
で
あ
る
。

Ｃ
５

４
（
三
十
章
）

文
体
Ｃ　i  v  

「
非
戦
」

Ｂ
２

４
（
十
三
章
）

文
体
Ｃ　i  i  
「
愛
身
」

Ｂ
３

４
（
五
十
四
章
）
文
体
Ｃ
「
独
立
体
」

Ａ
６

（
三
十
一
章
）

文
体
Ｃ　i  v  

「
非
戦
」

こ
の
う
ち
、
Ｂ
本
の
２

４
、
３

４
に
一
度
ず
つ
「
吾
」
が
見
え
る
。
次
に
、
Ａ
６
（
三
十
一
章
中
下
）
を
取
り
上
げ
て
、
楚
簡
『
老
子
』
に
芽
生

え
た
Ｃ
層
が
帛
書
に
向
か
っ
て
ど
う
展
開
す
る
の
か
を
見
て
み
よ
う
。（
〇
＝
不
明
箇
所
）
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君
子
居
則
貴
左
、
用
兵
則
貴
右
、
故
曰
、
兵
者
〇
〇
〇
〇
〇
、
〇
得
已
而
用
之
、
恬　

為
上
、
弗
美
也
、
美
之
、
是
楽
殺
人
、
夫
楽
〇
〇

〇
、
〇
〇
以
得
志
於
天
下
、
故
吉
事
上
左
、
喪
事
上
右
、
是
以
偏
将
軍
居
左
、
上
将
軍
居
右
、
言
以
喪
礼
居
〇
、
〇
〇
〇
〇
、
則
以
哀
悲

．
．

莅

之
、
戦
勝
則
以
喪
礼
居
之
、（
推
定
九
十
七
字
）

左
に
帛
書
の
同
文
を
引
く
。

夫
兵
者
、
不
祥
之
器
也
、
物
或
悪
之
、
故
有
欲
者
弗
居
、
君
子
居
則
貴
左
、
用
兵
則
貴
右
、
故
兵
者
、
非
君
子
之
器
也
、
兵
者
、
不
祥
之
器

也
、
不
得
已
而
用
之
、
恬　

為
上
、
勿
美
也
、
若
美
之
、
是
楽
殺
人
也
、
夫
楽
殺
人
、
不
可
以
得
志
於
天
下
矣
、
是
以
吉
事
上
左
、
喪
事

上
右
、
是
以
偏
将
軍
居
左
、
而
上
将
軍
居
右
、
言
以
喪
礼
居
之
也
、
殺
人
衆
、
以
悲
哀

．
．

莅
之
、
戦
勝
而
以
喪
礼
処
之
、（
百
二
十
五
字
）

（
そ
も
そ
も
軍
隊
と
い
う
も
の
は
、
不
吉
な
器
（
道
具
）
で
あ
る
。
誰
も
が
常
に
こ
れ
を
憎
む
。
だ
か
ら
道
を
求
め
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
れ
に
安
住
し
よ
う

と
は
し
な
い
。
君
子
が
坐
る
時
に
は
左
を
貴
ぶ
が
、
軍
隊
を
用
い
る
時
に
は
右
を
貴
ぶ
。
だ
か
ら
軍
隊
は
君
子
の
器
で
は
な
い
。
軍
隊
は
不
吉
な
器
で
あ
る
。

ど
う
し
て
も
必
要
な
時
に
の
み
、
こ
れ
を
用
い
る
。
平
素
は
「
静
ま
り
お
の
の
い
て
い
る
」
の
が
最
も
よ
い
。
軍
隊
は
美ほ

め
て
は
な
ら
ぬ
。
も
し
こ
れ
を
美

め
れ
ば
、
そ
れ
は
殺
人
を
楽
し
む
に
等
し
い
。
殺
人
を
楽
し
む
よ
う
で
は
、
天
下
に
お
い
て
志
を
貫
く
こ
と
が
出
来
な
い
。
一
般
に
吉よ

い
事
は
左
を
尚
び
、

喪
の
事
は
右
を
尚
ぶ
。
そ
れ
で
、
副
将
軍
は
左
に
居
り
、
総
大
将
は
は
右
に
居
る
。
そ
れ
は
、
喪
の
礼
に
従
っ
て
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
を
多
く
殺

す
の
で
、
悲
哀
の
情
を
も
っ
て
戦
い
に
臨
む
。
戦
い
に
勝
っ
て
も
、
喪
の
礼
に
従
っ
て
こ
れ
に
対
処
す
る
。
）

前
論
文
で
私
は
、

「
老
子
」
の
文
体
の
最
外
縁
に
、
我
々
は
「
悲
哀
」
の
語
を
得
る
。
「
老
子
」
の
終
局
を
語
る
、
象
徴
的
な
語
で
あ
る
。（
三
六
頁
）

と
述
べ
た
が
、
私
の
予
測
に
反
し
て
、
Ａ
６
の
こ
の
段
落
は
、
お
そ
ら
く
楚
簡
Ａ
Ｂ
Ｃ
本
の
終
局
を
語
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
実
際
に
は
、
帛
書

『
老
子
』
の
終
局
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
そ
の
起
点
（
出
発
点
）
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
右
の
帛
書
は
、
前
置
き
的
な
部
分
と
、
文
中
の
余
分
な
繰
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り
返
し
が
加
わ
っ
て
、
楚
簡
に
比
べ
て
、
ず
い
ぶ
ん
と
冗
長
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
付
け
加
え
以
外
に
、
さ
ら
に
助
辞
「
若
」
「
也
」
「
矣
」

「
而
」
が
付
け
加
わ
り
、
「
故
」
が
「
是
以
」
と
な
っ
て
、
右
文
で
は
、
37
％
前
後
が
助
字
で
占
め
ら
れ
て
い
る　

（
24
）

。
「
吾
」
は
あ
た
か
も
、
饒
舌
と

助
字
の
う
ち
に
自
身
を
解
消
せ
ん
か
の
如
く
で
あ
る
。

楚
簡
『
老
子
』
の
「
吾
」
を
な
ぞ
ら
え
た
帛
書
『
老
子
』
の
「
吾
」
は
、
楚
簡
『
老
子
』
三
本
に
萌
芽
し
た
文
体
Ｃ
層
を
さ
ら
に
延
長
し
、
そ

こ
に
自
己
の
実
現
の
場
を
見
出
し
て
ゆ
く
。
そ
の
時
、
よ
り
「
民
」
の
立
場
に
近
い
、
装
い
新
た
な
「
老
子
」
即
ち
帛
書
『
老
子
』
が
成
立
し
た
。

時
折
し
も
戦
国
末
期
、
動
乱
の
極
に
達
し
た
世
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

結
　
語

『
史
記
・
老
子
列
伝
』
に
老　
f
子
と
い
う
楚
の
人
が
書
十
五
篇
を
著
し
て
「
道
家
の
用
」
を
語
っ
た
と
あ
り
、
ま
た
、
『
漢
書
・
芸
文
志
』
の

「
道
家
者
流
」
の
項
に
は
、
他
の
『
老
子
』
の
諸
本
に
混
じ
っ
て
『
老　
f
子
十
六
篇
』
が
記
さ
れ
て
い
る
。
楚
簡
『
老
子
』
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
三
本
の
各

組
を
合
計
す
る
と
十
六
組
（
十
五
組
説
も
有
り
）
に
な
り
、
『
史
記
』
『
漢
書
』
の
記
載
と
不
思
議
に
も
一
致
す
る
。
前
漢
の
時
代
、
楚
簡
『
老
子
』

三
本
系
の
テ
キ
ス
ト
が
『
老　
f
子
』
の
名
の
下
に
、
帛
書
系
の
『
老
子
』
と
は
別
に
、
残
存
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
も
今

の
所
は
推
測
の
域
を
出
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
楚
簡
Ａ
Ｂ
Ｃ
本
は
そ
れ
ぞ
れ
に
完
結
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
こ
の
三
本
が
合
わ
さ
っ
て
、

一
小
世
界
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
小
世
界
が
、
後
世
の
帛
書
『
老
子
』
な
い
し
は
現
行
本
『
老
子
』
の
祖
型
で
あ
っ
た
と
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
う
。
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注（
１
）
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
整
理
小
組
編
『
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
（
壹
）』
文
物
出
版
社
、
北
京
、
一
九
七
四
年
九
月
。

（
２
）
前
掲
書
「
編
者
説
明
」
に
よ
る
。
な
お
、
甲
本
は
小
篆
に
近
い
字
体
で
、
乙
本
は
隷
書
で
書
か
れ
て
い
る
。

（
３
）
荊
門
市
博
物
館
編
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
八
年
五
月
。

（
４
）
前
掲
の
二
書
に
加
え
て
、
丁
原
植
著
『
郭
店
竹
簡
老
子
釋
析
與
研
究
』
（
萬
巻
樓
圖
書
、
台
北
、
民
国
八
七
年
九
月
）
、
劉
信
芳
著
『
荊
門
郭
店
竹
簡
老
子
解

詁
』
（
藝
文
印
書
館
、
台
北
、
民
国
八
八
年
一
月
）
、
張
光
裕
主
編
『
郭
店
楚
簡
研
究
　
第
一
巻
　
文
字
編
』
（
藝
文
印
書
館
、
民
国
八
八
年
一
月
）、
魏
啓
鵬

著
『
楚
簡
《
老
子
》
柬
釋
』
（
萬
巻
樓
圖
書
、
民
国
八
八
年
八
月
）、
趙
建
偉
「
郭
店
竹
簡
『
楚
簡
《
老
子
》
校
釋
」（
『
本
世
紀
出
土
思
想
文
獻
與
中
國
古
典

哲
學
研
究
論
文
集
（
上
冊
）』
輔
仁
大
学
出
版
社
、
台
北
新
荘
、
民
国
八
八
年
四
月
、
所
収
）
等
が
あ
る
。

（
５
）
注
（
３
）
に
挙
げ
た
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
で
は
、
三
本
を
、
古
い
順
に
甲
・
乙
・
丙
本
と
名
付
け
て
い
る
。
注
（
４
）
に
挙
げ
た
注
釈
書
も
全
て
こ
れ
に

な
ら
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
甲
本
＝
Ｃ
本
、
乙
本
＝
Ｂ
本
、
丙
本
＝
Ａ
本
と
な
る
の
で
、
注
意
さ
れ
た
い
。

（
６
）
帛
書
『
老
子
』
乙
本
の
「
徳
」
経
末
尾
に
「
三
千　

（
四
十
）
一
」、「
道
経
」
末
尾
に
「
二
千
四
百
廿
六
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）

（
中
国
出
土
資
料
学
会
『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
３
号
、
東
京
、
一
九
九
九
年
三
月
、

四
五
頁
）

（
８
）
崔
仁　

氏
の
言
葉
を
引
く
。　

（
崔
氏
前
掲
書
四
頁
）

（
９
）
「
包
山
楚
簡
」
は
、
一
九
八
七
年
に
湖
北
省
荊
門
市
包
山
二
号
墓
よ
り
出
土
し
た
戦
国
楚
国
の
竹
簡
資
料
。
墓
主
は
前
三
一
六
年
に
埋
葬
さ
れ
た
左
尹
の

昭　

と
さ
れ
る
。『
文
物
』
一
九
八
八
ー
五
期
所
載
の
「
荊
門
市
包
山
楚
墓
発
掘
簡
報
」
お
よ
び
「
包
山
二
号
墓
竹
簡
概
述
」
を
参
照
の
こ
と
。
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（
10
）
以
下
、
本
論
で
言
う
帛
書
校
定
本
と
は
全
て
筆
者
自
身
の
校
定
テ
キ
ス
ト
を
指
す
。
そ
の
多
く
は
一
九
七
八
年
の
前
論
文
に
載
せ
た
が
、
本
論
で
初
出
の
も

の
も
含
む
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
「
老
子
」
本
文
の
訳
は
、
帛
書
校
定
本
に
の
み
付
し
た
。
楚
簡
の
本
文
に
訳
を
付
け
な
か
っ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
私
自

身
の
準
備
不
足
に
因
る
。
読
者
諸
氏
に
は
、
煩
瑣
に
な
っ
て
申
し
訳
な
い
が
、
帛
書
の
訳
を
読
ま
れ
た
後
で
、
も
う
一
度
楚
簡
の
テ
キ
ス
ト
に
戻
っ
て
頂
き

た
い
。

（
11
）「
曰
」
は
帛
書
の
乙
本
に
の
み
有
っ
て
、
甲
本
に
は
無
い
。

（
12
）
五
十
二
章
訳
「
穴
を
塞
ぎ
、
門
を
閉
じ
れ
ば
、
一
生
疲
れ
な
い
。
穴
を
開
き
、
事
を
為
せ
ば
、
一
生
救
わ
れ
な
い
」

四
十
五
章
訳
「
真
に
完
成
し
た
も
の
は
、
欠
点
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
れ
を
用
い
て
も
壊
れ
る
こ
と
が
無
い
。
真
に
満
ち
て
い
る
も
の
は
、
が
ら
ん

ど
う
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
用
い
て
も
尽
き
る
こ
と
が
無
い
。
真
に
真
っ
直
ぐ
な
も
の
は
、
曲
が
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
真
の
巧
み
さ
は
、
拙
く
見

え
、
真
に
伸
び
た
も
の
は
、
縮
ま
っ
て
見
え
る
」

（
13
）
三
十
七
章
訳
「
道
は
恒
に
無
名
で
あ
る
。
侯
王
が
も
し
こ
れ
を
能
く
守
れ
ば
、
万
物
は
自
ず
か
ら
教
化
さ
れ
よ
う
。
教
化
さ
れ
て
そ
の
上
さ
ら
に
変
を
起
こ

そ
う
と
す
れ
ば
、
私
な
ら
ば
、
こ
れ
を
『
無
名
の
樸
』
を
用
い
て
鎮
め
る
で
あ
ろ
う
。『
無
名
の
樸
』
を
用
い
て
こ
れ
を
鎮
め
る
の
で
、
彼
ら
は
逆
ら
う
こ
と

が
な
い
。
逆
ら
わ
ず
に
静
ま
れ
ば
、
天
地
は
自
ず
と
正
し
い
姿
を
取
る
で
あ
ろ
う
」

三
十
二
章
訳
「
道
は
い
つ
も
無
名
で
あ
る
。（
そ
れ
は
無
名
の
樸
に
喩
え
ら
れ
る
）
樸
は
小
さ
い
け
れ
ど
も
、
天
下
の
誰
も
自
ら
進
ん
で
こ
れ
を
臣
下
に
し
よ

う
と
は
し
な
い
。
侯
王
が
も
し
こ
の
樸
を
守
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
万
物
は
自
ず
か
ら
帰
順
し
て
来
る
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
止
め
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
。
止
め
る
こ
と
を
知
れ
ば
、
危
う
い
こ
と
が
な
く
な
る
」

（
14
）
六
十
六
章
訳
「
そ
れ
で
、
聖
人
が
民
衆
よ
り
も
上
位
に
就
こ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
必
ず
彼
ら
に
対
し
て
言
葉
づ
か
い
を
丁
寧
に
す
る
。
も
し
民
衆
よ
り
も
先

ん
じ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
必
ず
、
彼
ら
の
後
に
身
を
置
く
。
だ
か
ら
、
前
に
居
て
も
民
衆
は
邪
魔
者
扱
い
し
な
い
し
、
上
に
居
て
も
民
衆
は
重
く
見
な
い
」
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（
15
）
六
十
三
章
訳
「
何
も
し
な
い
よ
う
に
す
る
。
何
事
も
起
こ
さ
ず
に
い
る
。
味
の
な
い
も
の
を
味
わ
う
。
小
を
大
と
し
、
少
を
多
と
す
る
。
怨
み
に
報
い
る
の

に
徳
を
以
て
す
る
。
難
し
い
こ
と
は
、
そ
れ
が
易
し
い
う
ち
に
手
を
下
し
、
大
き
い
こ
と
は
、
そ
れ
が
小
さ
い
う
ち
に
し
て
し
ま
う
。
天
下
の
困
難
は
、
易

し
い
こ
と
か
ら
起
こ
り
、
天
下
の
大
事
は
、
小
さ
な
事
か
ら
起
こ
る
。
そ
れ
で
聖
人
は
、
最
後
ま
で
尊
大
に
は
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
偉
大
な
事
業
を
成
し
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
軽
々
し
く
承
諾
す
る
よ
う
な
者
は
、
め
っ
た
に
信
用
で
き
な
い
。
始
め
に
易
し
す
ぎ
れ
ば
、
必
ず
後
で
難
し
く
な
る
。
そ
れ
で
聖
人

は
、
易
し
い
こ
と
に
対
し
て
も
こ
れ
を
難
し
い
も
の
と
し
て
対
処
す
る
。
だ
か
ら
最
後
ま
で
困
難
に
遇
う
こ
と
が
な
い
」

（
16
）
帛
書
で
は
本
来
「
知
」
と
「
智
」
の
表
記
上
の
区
別
は
無
く
、
ど
ち
ら
も
「
知
」
で
表
さ
れ
る
が
、
私
が
、
現
行
本
を
参
照
に
し
た
上
で
、
こ
れ
を
区
別
し

て
表
記
し
た
。「
知
」
は
「
人
間
の
認
識
行
為
＝
知
る
」
、「
智
」
は
「
人
間
の
経
験
の
集
積
＝
智
恵
」
の
意
で
あ
る
。
な
お
、
楚
簡
『
老
子
』
も
表
記
上
は
両

者
を
区
別
し
な
い
。

（
17
）
楚
簡
『
老
子
』
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
本
と
、
帛
書
『
老
子
』
の
文
体
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
表
記
法
が
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
読
者
諸
氏
は
両
者
を
混
同
さ
れ
な
い
よ

う
に
、
注
意
さ
れ
た
い
。

（
18
）「
地
の
文
」
と
「
直
接
話
法
」
の
語
義
に
つ
い
て
、
誤
解
の
な
い
よ
う
に
補
足
説
明
す
る
。「
地
の
文
」
に
お
け
る
「
吾
」
は
、
帛
書
『
老
子
』
で
は
、「
聞

き
手
」「
読
者
」
に
対
し
て
語
り
か
け
る
「
吾
」
＝
一
人
称
で
あ
る
。
他
方
、
帛
書
『
老
子
』
の
「
我
」
は
、「
聞
き
手
」
「
読
者
」
か
ら
は
独
立
し
て
存
在
す

る
一
人
称
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
私
は
、「
独
白
」
の
「
我
」
と
直
接
話
法
（
曰
「
…
…
」
で
く
く
ら
れ
る
部
分
）
中
の
「
我
」
を
同
類
の
も
の
と
見
な
し
た
。

「
独
白
」
を
、「
吾
曰
」
の
内
容
と
理
解
す
れ
ば
、
分
か
り
易
い
か
も
し
れ
な
い
。

（
19
）
帛
書
五
十
九
章
訳
「
そ
の
限
界
を
知
る
者
が
居
な
け
れ
ば
、
国
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
上
に
、
国
の
母
を
所
有
す
れ
ば
、
長
く
持
続
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
を
『
根
本
を
深
く
固
め
る
』
と
言
う
。
こ
れ
が
、
長
く
生
き
続
け
る
道
で
あ
る
」

（
20
）
帛
書
二
十
五
章
の
原
文
と
訳
を
記
す
。
原
文
「
有
物
混
成
、
先
天
地
生
、
蕭
兮
寥
兮
、
独
立
而
不
改
、
可
以
為
天
地
母
、
吾
未
知
其
名
也
、
字
之
曰
道
、
吾
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強
為
之
名
曰
大
」
、
訳
「
何
か
あ
る
名
状
し
が
た
い
も
の
が
、
混
沌
と
し
た
状
態
で
存
在
し
た
。
そ
れ
は
天
地
に
先
立
っ
て
生
じ
た
。
も
の
寂
し
く
が
ら
ん
と

し
て
お
り
、
独
り
で
存
立
し
て
、
変
化
す
る
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
を
天
地
の
母
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
は
ま
だ
そ
の
名
を
知
ら
な
い
。
こ
れ
に
字
し
て

『
道
』
と
呼
ぼ
う
。
私
が
強
い
て
こ
れ
に
名
づ
け
れ
ば
、『
大
』
と
い
う
こ
と
だ
」

（
21
）「
太
一
将
行
図
」
に
つ
い
て
は
、
周
世　

「　

王
堆　

墓
的
《
神
祇
図
》
帛
書
」（『
考
古
』
一
九
九
〇
―
一
〇
）、
石
川
三
佐
男
「
出
土
資
料
か
ら
見
た
『
楚

辞
』
九
歌
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
」（『
中
國
出
土
資
料
研
究
』
創
刊
号
、
一
九
九
七
年
三
月
）
を
参
照
し
た
。

（
22
）
拙
稿
「
楚
辞
韻
律
論
」（『
同
志
社
外
国
文
学
研
究
』
第
三
一
号
、
昭
和
五
七
年
）
二
六
頁
〜
二
八
頁
参
照
。

（
23
）
『
論
語
・
八

�
』
に
「
天
将
以
夫
子
為
木
鐸
」、
帛
書
『
老
子
』
乙
本
巻
前
古
佚
書
『
経
法
・
道
経
』
に
「
過
極
失
（
当
）
、
天
将
降
殃
」
と
見
え
る
。
儒
家

系
の
書
で
は
「
天
」
が
「
将
」
の
主
語
に
立
っ
て
い
る
。
『
楚
辞
』
で
は
「
九
歌
・
東
皇
太
一
」
に
「
穆
将
愉
兮
上
皇
」、
「
離
騒
」
に
「
巫
咸
将
夕
降
兮
」
と

あ
っ
て
、「
神
」
自
身
で
は
な
く
、「
神
巫
（
神
に
扮
し
た
巫
）」
が
「
将
」
の
主
語
に
立
つ
。『　

冠
子
・
泰
鴻
第
十
』
に
は
「
吾
将
告
汝
神
明
之
極
」（
四
部

叢
刊
本
）
と
見
え
、「
吾
」
は
「
泰
一
（
太
一
）」
を
指
す
。『　

冠
子
』
に
つ
い
て
は
、
裘
錫
圭
「
中
國
出
土
簡
帛
古
籍
在
文
獻
學
上
的
重
要
意
義
」
に
次
の

よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
《　

冠
子
》
過
去
也
被
視
爲
僞
書
。
此
書
的
簡
帛
本
未
發
現，

但
馬
王
堆
帛
書
《
老
子
》
乙
本
卷
前
古
佚
書
中，

有
不
見
於
他

書
而
與
《　

冠
子
》
相
合
的
文
句
。
從
《　

冠
子
》
的
内
容
看，

此
書
應
是
戰
國
末
年
作
品
。」（『
中
國
出
土
資
料
研
究
』
第
三
号
、
一
九
九
九
年
三
月
、
五

頁
）

（
24
）
楚
簡
Ａ
６
の
方
は
、
不
明
箇
所
が
多
く
て
あ
く
ま
で
も
推
定
で
あ
る
が
、
助
字
が
占
め
る
比
率
は
約
24
％
で
あ
る
。
な
お
、
帛
書
『
老
子
』
の
助
字
に
つ
い

て
は
、
更
に
言
及
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
余
裕
が
な
か
っ
た
。
後
日
の
課
題
と
し
た
い
。

（
補
注
）
校
正
の
段
階
で
、
池
田
知
久
著
「
郭
店
楚
簡
老
子
研
究
」
（
東
京
大
学
文
学
部
中
国
思
想
文
化
学
研
究
室
、
一
九
九
九
年
十
一
月
）
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
本

稿
で
は
参
考
す
る
に
到
ら
な
か
っ
た
。
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